
第 11回 

日本サイエンスコミュニケーション協会 

年会プログラム 

Well-beingに向けたサイエンスコミュニケーション 

主催：一般社団法人 日本サイエンスコミュニケーション協会 

共催：三鷹ネットワーク大学、くらしとバイオプラザ 21、筑波大学 

日時：2022年 12月 3日（土）～12月 5日（日） 

会場：現地（三鷹ネットワーク大学）ならびにオンラインによるハイブリッドにて実施 

12月 3日（土） 

見学会 

蝦名元氏 「一般財団法人 進化生物学研究所のオンラインでのご紹介」 

開会式 

基調講演 

  美馬のゆり氏「AI時代のサイエンスコミュニケーション」 

12 月 4 日（日） 

研究発表（午前、午後） 

全体会 

ワークショップ

表彰

12 月 5 日（月） 

シンポジウム

閉会式



日本サイエンスコミュニケーション協会（JASC）第 11回年会にようこそ！ 

今年のテーマは、「Well-being に向けたサイエンスコミュニケーション」です。 

「Well-being」は、WHO 憲章前文にも示され、健康、幸福という意味で医学・医

療、生命科学で使われてきた概念ですが、最近では様々な分野でも用いられるよ

うになってきました。本会員の多様な活動が目指す方向の一つともいえるもので

す。 

一般社団法人 日本サイエンスコミュニケーション協会（JASC）は、サイエンスコミ

ュニケーションを促進することにより、社会全体のサイエンスリテラシーを高め、

人々が科学技術をめぐる問題に主体的に関与していける社会の実現に貢献するこ

とを目指して、2011 年末に設立されました。本協会の目的を推進し、会員の皆様

の活動を発信し会員相互の交流のため、年会を開催しております。 

第 11 回年会の特徴は、１．年会日程をこれまでの 2 日間から 3 日間とし、２．

Zoomによるオンライン、三鷹ネットワーク大学でのオンサイトを組み合わせたハイ

ブリッド形式で開催することです。 

前者は、3 日目に参加者全員で意見交換をおこなうシンポジウムを開催し、会員

相互の理解や今後のコラボレーションの布石を作ることです。後者は、オンライン

も行うことにより全国で活動されている会員のみなさまが気軽に参加できる大会

を目指すものです。 

12月 3日（土）には、蝦名 元 氏による一般財団法人 進化生物学研究所のオン

ライン見学会がございます。開会式の後には、「AI 時代のサイエンスコミュニケーシ

ョン」と題して美馬 のゆり氏（公立はこだて未来大学教授、JASC 会長特別補佐）

に基調講演をお願いしております。 

12 月 4 日（日）は、オンサイト・オンラインによる活発な議論の場となる研究発

表、全体会、ベストプレゼン賞表彰式を行います。そして、12 月 5 日（月）には、参

加者全員で作り上げるシンポジウム、閉会式へと続きます。本会を通じて、これま

での JASC 会員が積み上げてきた活動とそのノウハウを共有するとともに、サイ

エンスコミュニケーションが抱える様々な問題についてみなさまで考え問題解決の

糸口を見いだせればと存じます。 

本年会開催の実現に、ご共催いただいております三鷹ネットワーク大学、くらし

とバイオプラザ 21、筑波大学の関係者の方々に大変お世話になりました。厚く御

礼を申し上げます。  

2022年 12月 3日 

一般社団法人 日本サイエンスコミュニケーション協会 

年会実行委員会 実行委員長 大藤道衛 
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参加者のみなさまへ 

第 11回 JASC年会 2日目（12月 4日）は、 ３年ぶりに三鷹ネットワーク大学を会場としてハイブリッド開

催いたします。お忙しいと思いますが、以下をお読みくださいますようお願いいたします。 

【ハイブリッド開催 Zoom入室情報】 

入室可能時間:  

2022年 12月 3日 17：00～ 

2022年 12月 4日 9：00～ 

2022年 12月 5日 9：00～ 

Zoomミーティングに参加する 

https://us06web.zoom.us/j/87868656911?pwd=djdXMEt4UWRJakk1b0Z3T

EkwbFdMUT09 

ミーティング ID: 878 6865 6911

パスコード: 432071 

【会場参加のみなさまへのご案内】 

1. 持ち物

・12月 4日の昼食はご用意ください。

隣にコンビニエンスストアーとスーパーオオゼキがございます。

なお、お食事は交流スペースもしくは会議室となります。教室は不可となっております。 

・ベストプレゼン賞投票はご自分のスマホかパソコンからお願いします。スマホをお持ちください。

・会場で Zoomに入室される方は、イヤホンをお持ちいただき、ミュートにしていただくことでハウ

リングを防ぐことができます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

・研究発表の際、会場からの質問は、登壇者のマイクを用いて行います。

・本予稿集は、事前にダウンロードするか、印刷してお持ちください。

2. 会場へのご案内

三鷹駅改札口（2階）から南側に出てください。デッキを東の方に歩くと、オオゼキ 

の前を通り過ぎ、三鷹市政窓口（2階）のあるビルの３階です。 

アクセス／道順のご案内 | 三鷹ネットワーク大学 (mitaka-univ.org)

開場時間：９：３０ 

３．お願い 

・12月 4日、会場では金銭は扱いません。参加費は振り込みでお願いいたします。

・ごみはお持ちかえりください。
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 【ベストプレゼン賞 投票サイト】 

12月 4日（日）研究発表のベストプレゼン賞は、下記のQRコードからの投票をお願いいたします。 
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プログラム 
12 月 3 日（土）：オンライン開催 
18：00 見学会 
蝦名 元 氏（一般財団法人 進化生物学研究所のオンラインでのご紹介） 
（司会：二階堂恵理、講演者紹介：佐々義子） 
19：00 開会式  
ご挨拶：渡辺政隆 会長 
（司会：酒井裕介） 
19:10-20:30 基調講演・質疑応答・意見交換 
美馬 のゆり氏（公立はこだて未来大学教授、JASC 会長特別補佐） 
演題：「AI 時代のサイエンスコミュニケーション」 
（司会：酒井裕介、講演者紹介：佐々義子） 

12 月 4 日（日）三鷹ネットワーク大学 <https://www.mitaka-univ.org/> 
会場でのオンサイト[会]とオンライン[OL]のハイブリッド形式で開催 
10:00～研究発表 口頭発表（発表 9 分、質疑応答 3 分） 座長：中村達郎、田村隆志  
１．はくぶつかんこどもまつりのワークショップ ～とりのすマイスターになろう！～ 的
場悠希（奈良女子大学大学院人間文化総合科学研究科化学生物環境学専攻修士 1 年/し 
ずおか科学コミュニケーター倶楽部）[OL]  
２．2022 年度静岡支部会の活動について 
齋藤正晴・瓜谷眞裕・池田千里・出沢良樹・山下湖冬（JASC 静岡支部事務局）[OL] 
３．SC ツール×プラネタリウム 100 周年記念事業 
齋藤正晴・石島博（サイエンスコミュニケーションツール開発研究会）[OL] 
４．人とロボットが共に生きる社会を目指した、市民・研究者の対話機会の創出 
増田到・三井広大・竹腰麻由・佐久間紘樹・三澤和樹・三ツ橋知沙（国立研究開発法人科
学技術振興機構日本科学未来館）， 
三澤和樹（元：国立研究開発法人科学技術振興機構日本科学未来館, 現：京都大学 iPS 細
胞研究所） [OL] 
５．考えよう教科書の中の事実とモデル ～「考える会」で先生たちに科学的な論議と気
づきの体験を～ 
薄井芳奈（KOBE らぼ♪Polka・兵庫県立明石高等学校），橋本主税（JT 生命誌研究館 形
態形成研究室・大阪大学大学院理学研究科）[OL] 
６．実験講座から宮沢賢治の科学の世界を体験する 
城守 寛（東京農業大学、富士大学），金子 剛（岩手県立不来方高校），中村真彩・石
垣瑛李花・佐々木正晴(花巻市生涯学習課)，井上幸恵(花巻市社会福祉協議会) [OL] 
７．中山間地域の持続的発展を目指す「風景をつくるごはん」概念に関する都市部の中学
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校における教育実践の試み 
中山 迅（宮崎大学大学院教育学研究科），真田 純子（東京工業大学 環境・社会理工学院）
[会] 
８．いのちを知り生かす身心一体科学：Well-being を高めるための『知の身体性』に関す
る実践 
跡見順子（東京農工大学），棚橋沙由理（筑波大学），清水美穂（東京農工大学），東芳一
（東京農工大学），藤田恵理（東京農工大学・東京女子大），跡見友章（杏林大学），田中
和哉（帝京科学大学）[OL] 
９．研究者の科学コミュニケーションに対する意識：九州大学におけるアンケート調査より 
小林良彦（大分大学教育学部），小林俊哉（九州大学 CSTIPS）[会]  
１０．先端ナノ科学を取り込もう～超微細孔フィルター商品にレーザー光をあて円環模様
を作る 
夏目雄平（千葉大学国際教育センター）[OL] 

12:00～13:00 全体会（JASC 事務局） 

13:00～15:00 研究発表 口頭発表（発表 9 分、質疑応答 3 分） 
座長：中村達郎、河野宏 
１１．ゲノム編集技術の理解促進に繋げる DNA 抽出実験講座 
赤羽幾子・大田方人・中野善公・森山力・（農研機構 企画戦略本部），赤間剛（帝京大学 医
療技術学部），津田麻衣（筑波大学生命環境系・T-PIRC），髙原学（農研 企画戦略本部）
[会] 
１２．ゲノム編集食品に関するコミュニケーションの振り返りと今後 
小泉望・山口夕（大阪公立大学 農学研究科）[OL]  
１３．高校生を対象とした遺伝啓発プロジェクト「遺伝をもっと身近に！Genetic 
Cafe®」の実施」 
十川麗美（岡山大学病院 臨床遺伝子診療科 認定遺伝カウンセラー）[OL] 
１４．「DNA 実験宅配便」の取組み 
平岡桐子（公益財団法人かずさ DNA 研究所 広報・研究推進グループ）[OL] 
１５．大学病院における医科学リテラシーの涵養活動 ～過去 5 年間の実践報告～ 
松原宗明・加藤秀之・平松祐司（筑波大学医学医療系 心臓血管外科）[OL] 
１６．公開天文台におけるサイエンスコミュニケーションの実際２-星空体験（天文台浴）の 
TM 分析を通して- 
武藤祐子（南阿蘇ルナ天文台），宮本孝志（八洲学園大学）[OL] 
１７．グループ討論を通じた科学随筆ライティング教育 
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内田麻理香（東京大学）[OL] 
１８．高校天文部による地域交流事業 戸高学び塾「星空観察会」の実施 
石田光宏（横浜市立戸塚高等学校）[会] 
１９．モバイル顕微鏡での観察を通して SDGｓにおける微生物の重要性を知るワークショ 
ップ 
都築功・永山國昭・早川昌志・望月銀子・竹下陽子・武岡英雄・二階堂恵理・斎藤璃空
（Life is small Projects）[会] 

研究発表時間管理：安間 有輝 

15:00～ ポスターセッション（発表 9 分、質疑応答 3 分） 
一緒に考えませんか？ ～あなたの考える科学コミュニケーションの未来のカタチ～ 
大塚芽久（株式会社エフ・シー・シー）[会] 

15:15～ ワークショップ 
クラウド型グループウェアを使ってみよう
白川友紀（筑波大学）[OL]

16:00 ベストプレゼン賞 

12 月 5 日（月）：オンライン開催 
10：00～ シンポジウム 

12：00 閉会式 小川義和 副会長 
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၏ႚ๊֭ነ֦֮ྛ֭ຩ֭૛׃ຩఔ֪஠֧֒׊

֦Ւౄइೄ֪ၾዴ֋ׇ֎࿿֥֢׎փ׊ዻ֪ؤ՛פ

ப֢֥בশ֗֞Փຩ๊֭ነ֦׉֧׉׃ཨ֭،׸؜׬

بיՒౄइೄ֮Ւ๊ነ֖֦֧֞ؒ֒׊ࡤ୿ఢ֪׈֊

୿ఢഞ጖֦֭֮֞֩փ֊֧ணև׈ಡ֖֩֋࡝ב׽

֥փ׊Փጵ໲֭୿ఢ֟֋Ւ׾יסᆋ֌֪֧֘֒׊

֦Ւ໣֎֭ౄइೄ֋ॼ֖֦ג୿ఢഞ጖֧֞ணև׈

 Փ׊׋

೅ಝ 
་ఙ౦ጵಛ๹ౝშᆾ৛֭ॺ૷֭ࡿሑyՒ་ఙಛ

๹ౝ״بװ՛֭׸״׮؊֭ሑy֭֓ൃସ֓׃੤፛

֪ෆ֎শ೅փֽ֖֞֘Փ 
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2022 Ⴉဗอࣰ౫ᆪव֭ঊ၌֪֣փ֥ 

᫹ဿฝบ,ࢡ༭ᪧዣ,ཕဂ๑ጰ,ഞ༘ፕ೩,౅ऀୈဝӡJASC อࣰ౫ᆪಈኃઅӢ 

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

JASC อࣰ౫ᆪ֮㕲㕰㕱㕵Ⴉ㕱㕰ଈ֪็ጵ֔׋Ւอ

ࣰऎॺ৛׊Ք֎Ք֭׊ऎॺצ؀ؚؔר՛״՛ࡱถ஬

௶ೲፇภבཨ඾֪Ւଵఓ଼෗वࡿ㕳8 ኎֧㕱ཆ໲

֋इႚ֖֥փ׊Փ8 Ⴉኬ֪ႚ׊ௗႩဗׁՒऀ਋ב

་֌֩ኬᅮ֪ૡ֑֥૫໗࿨֪ঊ၌֖֥֌֞Փ 

Քอࣰ֭ད֪ऎॺᇌँ֭ඦถ׊֘ු້ב 

Ք౫ᆪव֭ࡿ৫ब፛Քಲப፛בጊօ 

Քདצ؀ؚؔר׮بםית֭ࡰ՛֧֭״୪ጺב෮

 ׊֘ු

ՔJASC ֭དࡰঊ၌੐࿾֧֭୪ጺׇ֪׊དࡰ৖

ᎌૢבಀப֘׊ 

׭՛ؕ؏՛ؐ׃ભ໲࿨֩ঊ၌֮ՒႩवֽ֦֭׋֒

Ւ੤वಁׁ֦ሇெ֖֥֌֞֋Ւௗष֮ׯبؗר֭

ௗႩဗ֭׽ب؎י৫बֽ֦֭׋֒׃ঊ၌֦ଣև֥

֌֞ड༎֩֨ב৞֥׀ሇெ֘׊Փ 

㕲ӧሑሓ 
อࣰ౫ᆪ֦֮ՒቚႩဗണ֪֮౫ᆪຳव्ב௹֖Ւ

थႩဗ֭ঊ၌ሇெׁ֧֧֪ՒႩဗ૱ब֪৘֘׊ঊ

၌ሑ෕֭॰Ⴁ֩֨בப֢֥փ׊Փሑ෕֪֣փ֥֮

ಈኃઅ֋ମבࡎఢถ֖Ւ౫ᆪຳव֦֭ଙ၀ՔൡႡ

 Փ׊֪֧֩֒׊׀ුבၜ֥ՒႩဗ֭ঊ၌ב

㕳ӧঊ၌ಲ฻ 
ӡ㕱Ӣ౫ᆪຳव 

ௗႩ֮ 5 ଈ 14 ႘ӡဘӢ्֪֦֭بי؞بן௹֧

֢֩֞ՓదႩဗ֭ዻy֩ঊ၌ሇெ֧֪֜׋ᄔօव

૱ሇெֺ֭֊Ւያ׀౫ᆪ׈֊ࡿആ֞׀ժௗႩဗ֭

ঊ၌֪୶צبח֥֭֐՛׽ի֭ଅऐ֩֨בౄइೄ

֦੢ዛ֖֞Փֽ֞Ւ౫ᆪၾ֭ଞೲׁ଍֬Ւཨ໠༚౳

ӡอࣰ౫ᆪवࡿ/৴ᆢ་ॺ)ׇ֪׊ৰྔ஬ׁ࣏ಲ౮

 ֋֦֌֞Փ֧֒׊֘

ժ2022 Ⴉဗอࣰ౫ᆪຳव֪֥ի 

ӡ2Ӣ֖֙։֊ؘ׶פء׮بםית՛ӡ㕱㕲Ӣ 

11 ଈ 27 ႘ӡ႘Ӣ֪֦بי؞بןՒզؖת֦ר׬ע

ଵዂ་ॺภ֭?!ب؜׬՛צ؀ؚؔר׮بםי SC

ጽॺ໲ଫ਋⿤ؖ׈֊ר׬עภཨ૫j⿤է्ב௹֖

֞Փ஬౧֮ JASC อࣰ౫ᆪ֪ר׬ע֦ؖࡿጽॺཨ

֭ฦᦁໍ෫౳֦Ւؖ׈֊ר׬עภཨ૫֦֣֩փ֦

֭ಲ౮֧֢֩֞Փ 

ժ֖֙։֊ؘ׶פء׮بםית՛ӡ㕱㕲Ӣ֪֥ի 

ӡ㕳Ӣ㖌㕼֭ؔױ੢௹ 

Ւอࣰऎॺ৛֦֮׊Ք֎Ք׊Ւอࣰऎॺ৛ֽ֦׋֒

ऎॺצ؀ؚؔר՛״՛ࡱถ஬௶֭໘઄ภ֋೗໲֧

զSCבՒଞೲՔᇭ੫व׉֩ է्֧֖֥௹֖֥֌ؔױ

֞ՓௗႩဗׇ׉ JASC อࣰ౫ᆪׁ੢௹֪इ֒׊׎

 ౄइ֋ईႷ֪֢֩֞Փؔױ֭ࡿՒ౫ᆪ׉֧֧֩

ժ༌ 55 ष㖌㕼֥֪ؔױի 

ӡ4Ӣ֖֙։֊ؘ׶פء׮بםית՛ӡ㕱3Ӣבያ࿊ 

؞بןՒ֒֒෾Ⴉ֥֮־৕בশ๟ඡੳ֭׮ؠטכ

֌֞֋ՒௗႩဗ֥֖֮௹्ב־֭׽ب؎י֦֭بי

 Փ׊৫बཨ֦ցב׽ب؎י֦֭׽יתبן

㕴ӧड༎ 
 ౫ᆪव֧֖֥ᅋඛ֪ঊᄇ֪ঊ၌֦֌֥փ׊֋Ւ

֧֒׊৫ब֪৘֖֥֮ಈኃઅ֋೗໲֧֩׽ب؎י

֋໣փՓௗଢ଼֮२౫ᆪࡿ֋ׇ׉೗໲࿨֪ঊ၌֦֌

 Փ׊ธև֥փ֎ᅢጅ֋ցב־౗ຎ׊

೅ಝ 
զ2022 Ⴉဗवࡿঊ၌ঊตൃถಈ઄է֪ం༖փ

֞֟֌Ւ৘૒ֽ֪֭֔֩־শ೅෇֖එ֑׊Փ 

ౄணᇌଝ 

ՔJASC Ⴉव브Ւ੤वಁ਋ಈӡ2016-2022Ӣ 
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SC ؕכ؟״؂؞،㕪ؠ՛׹ 100 ೮Ⴉ਋Ⴊಈ઄ 

᫹ဿฝบ,ุဥშӡצ؀ؚؔר׮بםית՛׹ب؜׬՛्ؠᄇଞ੄वӢ 

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

JASC  Ւऀࡒवӡࡿᄇଞ੄्࡙ؠ՛׹׮بםית

ר׮بםית׊ౚև֪֨֩׽ب؎יଞӢ֦֮Ւؠ՛׹

ුבӢ्֭ᄇؠ՛׹Ւऀࡒӡؠ՛׹ب؜׬՛צ؀ؚؔ

՛ק׾՛נሇெ֖֥֌֞ՓבՒႩव့֦֭֜ුྜྷ׀

֭ؕ૛໺בዿփ֥Ւ׻՛֭ؓ࿪ዿथ࿘֭ਊ६ँՒ

ఢถՒಀዿֽ֭׽՛ء،ب׻֭֨֩׽՛׬׃׾՛נ

֦֪౼֢֞֋ՒSARS-Cov-2 শ๟४་׮ؠטכ

 Փ׊Ւ֭֜ঊ၌֋࿄໾֖֥փ֐೥ב੽ࢬ֭

ௗष֮ 2023 Ⴉ֪૸ևؕכ؟״؂؞،׊ 100

೮Ⴉ֪஽֚׎Ւ،׻בؕכ؟״؂؞՛֪֖ؓ֞׹՛

ᄇ֪֣փ֥։࿿և्֭ؠ՛׹Փශఢ֖֞ࡎணבؠ

־੢ዛ֖Ւב྇ၟ֭ؠ՛׹֥׀֞׈Ւց֦֧֒׊֘

ଣ࡝ड༎֪֣փ֥֓׃ௗଢ଼֭࿶ሰׁ׈֊ֽ֔֩

 փ֞֟֌֞փՓב

㕲ӧሑሓ 
՛֦ؕקౚዿ֖֞בآרית֧׾՛נՒ֮ؠ՛׹

ց׊Փ㕶቙֭נ՛ב׾ಛᇀ֭ؑ՛֪׾ആ֧֒׊׀֋

ኬ࿨֦Ւ௻ׁວ֎؟،بר՛֖֞׽ೄ֋്ጦ֧֩

પౚ֖֥੡בዿփ֞๗ጸב׾՛נ՛ؙ֮יء،Փ׊

փ஽օՓ֭֒׹՛֮ؠ໣֎֭ሑ֋׻՛ؓנ׃՛׾

ၾዴ֩֨ב๺֥ಛఢ֦֌׊૛֦ஃב֧֒׊׀༌ࡴ

֭ኬ࿨֧֖֥։׉Ւק՛֭ؕء،ب׻՛ء؊׽՛ؕ

՛ؕק՛֦֭ؓ׻Ւዻy֦֧֩֒׊࿓੝֘ב־֭

ँ֋ईႷ֪֩׊Փֽׁ֦֒׋Ւզஷ׉է׃զ༳ࡔէב

 ભଵँ֖֥֌֞Փבؠ՛׹՛֪ؓ׻

ժ2018 Ⴉ֪ลఢ֖֞զஷ׉է׻ב՛֭ؓ׹՛ؠի 

2023 Ⴉ֮ઝ༉࿨֩،ؕכ؟״؂؞֋֦׹י׾

ངภ֖֥ 100 Ⴉב૸և׊Փ႘቎،ؕכ؟״؂؞੤

ਢवӡJPAӢ֦֮Ւ֭֒৿֪஽כ؟״؂؞،֥֚׎

ؕ 100 ೮Ⴉ਋Ⴊಈ઄֪৘֘׊৫ब֭୰Ⴁבಲ౮

֖֥փ׊Փ୰Ⴁ֮׈֊؋לכ෇ษ֋ईႷ֦ՒൡႡב

ၜ֯׋׋׈զ୰Ⴁ৫बէב኎ඔ֧֒׊֋֦֌׊Փ቎

ମஜ಩ᅤಐ֪֮୰Ⴁ෇ษבபև֥փ֩փ֋Ւ،؞

׋ၜבᄇ֖ൡႡ्בؠ՛׹՛֪ؓ׻בؕכ؟״؂

֯Ւ،֧ؕכ؟״؂؞ຎ־஽׽ب؎י֚֞׎৫ब֭

ಲ౮֭֩֨ईႷตׁஃ֋ׁ֧֭׊ணև֥փ׊Փ 

ժ،ؕכ؟״؂؞ 100 ೮Ⴉؒ״׮՛ի 

㕳ӧঊ၌ಲ฻ 
ౚዿಲ฻֦֭֮׽ب؎י׃ଞ्֧֖֥֮ᄇؠ՛׹

֭بי׫׼׃ؕ׻׮׬Ւ׉ց֦׉ሇெྫྷֽ֦֭׋֒

 Փ׊՛֮ؕরถ֖֥փء؊׽՛ء،ب׻

ௗष्֭ᄇ֪ց֞׉Ւ،֪ؕכ؟״؂؞৘಼׊׎

෉׃बໂՒ׼՛֭״೭ആׁ֩֨ᅢጅ֧֩׀֞׊Ւ

৘૒२സַ֭੤፛ࡕጘ֩֨ב৞֞׀മᅏ׀ුב

ঊבؠ՛׹օׇֽ֪֦֭׋Փֽ֞Ւ֒׊ያ࿊֦ց׊

ዿ֖֞׽ب؎י৫बׁ֩֨ኟఫ֖֥փ֎Փ 

㕴ӧड༎ 
֎ஸ֮ؠ׾Ւ्ᄇ֭؄՛׀֞׊֋ց׽՛ء،ب׻ 

֩փ֧ணև֥փ׊Փ֖֞֟Ւশ๟४་ሻ౱໴ప֭

৑࿾֊׈Ւנ՛ק׾՛ؕ૛໺֭׹՛ׇ֭֨בؠօ

֪ಲ౮֘׊֊֪֣փ֥֮Ւೂव၌୶ב৞֥׀ਢᎪ

֭ዬད֋ց׊Փ 

೅ಝ 
զ2022 Ⴉဗवࡿঊ၌ঊตൃถಈ઄է֪ం༖փ

֞֟֌ঊ၌֖֥փ׊Փ 

ౄணᇌଝ 

ՔJASC Ⴉव브Ւ੤वಁ਋ಈӡ2014-2022Ӣ 

Ք،ؕכ؟״؂؞ 100 ೮Ⴉ਋Ⴊಈ઄ؐ՛ؕ؏՛׭ 

ժhttps://100.planetarium.jp/ի 
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ணևׇօੱऎി֭ཨ֭ಈಲ֧ؗؠ׼ 

⿤զணև׊वէ֦๐ภ֪֞֠ऎॺ࿨֩Ꭺਢ֧ਂ֤֌֭໲ଫב⿤ 

ჰ࡮ ሙၼӡKOBE  ďPolkaՔᇐୃଡጵነุஸ့ॺ஑Ӣֻ׈

ੲ቎ ೗ฯӡJT ภ኏ಁଞ੄৛ ૛໺૛ถଞ੄ಬՔ་ఙ་ॺ་ॺࢇጫॺଞ੄ऎӢ

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

 զःבॺֵ֊է֦֮֩֎զׇ֭֨օ֪ॺֵ֊էבഓ

ஸ့ॺ஑ׁ֦၌׈֊ශ౪၏ጅፚ֋ௗႩဗ׊֘౽

֌֖֟֞Փጫऎ֦֮զººבଣփ֖֥֟ጫश֘׊է

֧փօ؊ء՛ׯ֋໣ዿ֔׋Ւॺ஑֦֭ऎॺؚؔר

Փ֞׊ᇥևׇօ֧փօ၌֌֦ցבౣ֭ب؜׬՛צ؀

֟Ւ౪၏ጅፚ֪զःבॺֵ֊է֋ಘ֥֔׋փ֥Ւੱ

ऎി֋զ࿿ևੱ֭׀֞׊ఔէ֧֖֥ఢ֥׋׈փࡒ׊

එՒ֢֪֜֞࣎׋೨઄֭ཨ֦֭զଣփ֟֘໲ଫէ

֮Ւဴ๹֩֋׈Ւց׊೟֧֭֭֒զጫशէ֪૬ׇ֑

օ֧զ౗ຎֽׁ֭֞׋է֪֩׊Փզ๐ภׁᇥ׌׎օէ

֧փօ֭֮Ւ೨઄֭ఢ׉೚֋զ֨օ౗ຎֿ֊էבኴ

 Փ׊श೑֦֌֧֭֟׊փ֥׋׎

ׇ֭֜օ֩გ૤֭ཨ֦Ւֽ֮֙Ւੱࡿಛි֪զᎪ

ጫ࿨֪ணևէզ࡝ଣ୪হבபփէզଣփ֖֥֟ጫश

ຎבץ׸״է໲ଫ֋ᆊईଁ֧֟ணևՒଞ੄ೄ֧׊֘

ຎֿ֧֪֖֒֞Փ׉֋੢֪ॺֵঊ၌֪೘ࡿՒੱ֦ג

ಲ౮֪ց֢֥֮֞Ւଞ੄ೄ֭๔኷ต׃ணևሑ֧ੱ

ഓב֚׎஽׉࿾֧֭శ౽໊֭׊৫ब֘בଞೲࡿ

౽֖ՒႚႪ֪֖֩׉֧׉׃֋׈മᅏ֖֞Փၟ֪Ւऎ

ॺঊ၌֪։׊֐զಲଫಈಲէ֧զं๊է֧֭ப֌጖Ւ

Ӣէؠ׼Ւੱऎി֭ཨ֭զಈಲէ֧զं๊ӡ֪֮ؗ׈֔

֧֭โ׉ᇀ֪֐৘֖֥Ւ੿֌׃ශ֞֩ਂ֤֌בၜ

 ་โ֩ኬᅮֱ֧֣֧֖֭֞Փב֧֒׊৿व֪֘׊

㕲ӧሑሓ 
Ғੲ቎೗ฯੱ೨ׇ׉Ւզፊภ፬֭ମྒ૛ถࢥ၌է֪

৘֘׊ශ֖փಲଫಈಲ֭ൾऴՓଵఓՒฌैཨ֭ᄇ

ภภᆾॺ֭ੱऎി֪֮ 100 Ⴉ጖Ւම֥֗׋׈֌

֞ମྒ૛ถࢥ၌֭ؗؠ׼֋ׁ֮׃զಈಲէׇ֭օ

֪਋֥֔׋փ׊Փශ֖փಲଫಈಲ֪֮ഌ጖ؗؠ׼

๊֦ነ֦֌֩փ֧֒֋৞ֽ֥׋փ׊Փ 

ғౄइೄ֮Ւ൛෗෾ӡ3⿤5 ෗Ӣ֭ؠץ՛،֧֓

֪Ւഌ጖֭ؗؠ׼௠੐֪֢֩֞थੌ֭ಲଫಈಲ

ׁՒශ֖փಲଫಈಲׁՒ੢֪؅נ՛֦֌׊զශ֖փ

Ꭽ֖஽֢֥ணև֥փ֎Փᅢጅ֪֥ࣤ֗ଞבէؠ׼ؗ

੄ೄ֪ಱኴ֖֞׉Ւਝኴבח׼יח׃๺໲֪੢ዛ

  Փ׊׀ු֥֖׉֖֞

Ҕଞ੄ೄ֊׈ශ֖փؗ׼

Ւ֭֜ؗ֐೥בነ๊֭ؠ

ಲ֭׀֞׊ଙආ֘בؠ׼

ଫؠץֲ௺בח׼יח՛

،֦Ꭽ֖஽օՓഞ֥֌֞ח

ଞ੄ೄ֋֥֪֗ࣤח׼י

ಲ఑֪ப֢֞ಲଫ֧ଅऐ

 Â׊ᇖָ֥ணևב׾՛נ         Փ׊ൾऴ֘ב

ҕੱऎി׃ᆱੱఔ֦զ็ኴ֭֞׀էզጫश׊֐ൃב

־בነ๊׃ᇥዴֽ֖֥֖֢֞෨׈֊է֪Ւಈಲ׀֞

Ւੱऎി֭਋ഠ֭֐֣

֨֒֋ಲଫಈಲ֦Ւ֨

֒֋֭ؗ֩ؠ׼֊Ւ਋

ഠ֭ஓ່בଙ၀֘׊Փ   

Җঊ၌֥֖ྫྷבၜ֞

ਂ֤֌בଵ඘֪֭֨

ׇօ֪ಏ֠௔֞־փ

֊Ꭽ֖஽օՓ  
  ÂᎪਢ֤ਂ֥֖ྫྷב֎ 

㕳ӧঊ၌ಲ฻  

໣ርׁ֦Ւ֥֚׀ଡ֭ଞೲव֪֮ౄइׇ֖օՒ

֧փօພ֪ၫ֞֐փ֧ணևՒ୰࿨֩ੱࡿຎද೗௹

֭ଞೲव्֦௹֦֌ׇ׊օ֪။֌֊֞֐Փ 

Ғ2019 Ⴉ 10 ଈ 23 ႘ ࣝӱᇐୃଡጵነุஸ஑ 

ᇐୃଡஸ့ॺ஑ੱࡱଞ੄वภᆾᆪवဪႿቓ౫ᆪ

ଞೲव ଡၾ୰ጵ౶ጵஸ஑ׇࡿੱ׉ 25 ኎ౄइ 

ғ2022 Ⴉ 6 ଈ 25 ႘ ࣝӱJT ภ኏ಁଞ੄৛ 

ੜဒᆒ౶ጵጫऎଞ੄वଞೲव  12 ኎ౄइ  

Ҕ2022 Ⴉ 7 ଈ 27 ႘ ࣝӱ්ၼ๖ଡጵຳ஽ੱ

՛ ්ၼ๖ଡஸ့ॺ஑ੱऎଞ੄वጫऎᆪ״بװࡱ

वภᆾಲଫಲ೺࡙ࡿवଞೲव  23 ኎ౄइ 

㕴ӧଅऐ։ֲׇணళ 

ౄइೄ֪֭֮׽՛צبח 9 আ֋ॼ֖֊֢֧֞ष

း֖Ւզශ֖փಈಲ֊׈ශ֞֩ؗבؠ׼ணև׊थ࿘

֋໲ଫ֦֌Ւᅋඛ֪ዛ࡝ਟ֦֖֞Փէզഌ጖ֽ֦֭

ཐಡ֋ᆸ׉་ᇥ੿֌ֽ֖֞Փੱऎി֭ၾዴ֋๺֥

֦֮֩֎ಈಲྩבਿ֧֘֒׊֋ੱׁ֪ࡿਿ׋׈׀

֌֞ଞೲव֥֭֐೥ֽ֦׋শֽ֖֗֞Փէզ֧֒׊

ཨׁ֦Ւૌבᄌ֎ተ໑শՓէ֧փ֢֞ฤ֋ց֢֞Փ 

զணև֧֭֒׊་โ֔࡝בಡ֖֥փ֌֞փՓէզըः

୆iթבணև׊೨઄ב࿶्֖֥փ֌֞փՓէ֩֨Ւ

໲ଫ֋๐ַ֭࡝ಡ֪૬֋ׁ֢֧֞֒ၥ־೘֞׋Փ 

ঊ၌֮Ւੲ቎ੱ೨֭զᎪጫ࿨֪ணևՒᎪਢ֖Ւண

և׉ૅ֧֭֒׊ᇪׇ֖֪֤ਂ׊֌է֧ࡿੱבॺ஑

ଵ඘֪Ւ֧փօ౩փ֧Ւ֥֖֧֜ؕ؞ץآ،ב׋ถ

ጵ֚֔׊ SC ֭೚ሓ׃৫ब፛֭ፊሑ֋ᅢጅ֦Ւଞ

੄ೄ֧צ؀ؚؔר՛״՛֋፛ב஽֜֒׈֊֚֞׎

ಲଵ֦֌֞Փௗଢ଼ׁՒ๺ேׁ֦֨֒Ւःဗׁ֦Ւಲ

౮֘׊৿व֞׉༷בփՓ 

㕵ӧౄணᇌଝ 

զፊภ፬֭ශ֖փମྒ૛ถؗؠ׼էᇐୃଡஸ့ॺ

஑ੱࡱଞ੄वภᆾᆪवಁ.43,2-5ӡ2019Ӣ 
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ಲଫ஬௶֊׈਺༘ଥಓ֭ऎॺ֭ฌैב໲ଫ֘׊ 

඗೙ লӡဪੜႺ઄་ॺՒᆏౠ་ॺӢՒઞ౤ ஺ӡ৤೚ଡጵᆊ጖ሑஸ஑ӢՒཨ໠෉ఀՒ 

 එஂ૝(चব౦ೂवᆵ౵੤ਢव)࡮ጩचՒ௨yኪฝบ(चব౦ภक़ॺ೺ड)Ւࢳॢุ

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

ՒJASC2022֮׈ೄ࣏   Ⴉဗ༌ႏष࿊፯व֪

։փ֥զ਺༘ଥಓב༎ఔ֧֖֞؀ؚؔר׮بםית

՛ঊ၌֭ಲ๯፯է֧֖चব౦ഞි֭ၔᎭఢ״՛צ

ऌՔ౿෗֭਺༘ଥಓ֪֣փ֥ಲ๯ঊ၌֭ሇெבப

֢֞ӡ඗೙׈Ւ2022ӢՓ਺༘ଥಓ֮Ւचব౦ഞි

֭ၔᎭఢऌՔ౿෗֧֖֥ዛ኎֦ց׉Ւचব౦֭৑

୯ಃଳ֧֖֥ൾऴ֭֔֜׋৘ᎌ֭౮็֩֨֋ጦ

ዿ֥֔׋փ׊Փ֪֔׈चব౦בሞ׊׋৑୯ਰ֭ኬ

࿨֭㕱֣֧֖֥ׅ֊֭׉඘സ֭ଣॺ֋ց׊ՓࡴሑՒ

෾ष࣏֭ೄ֭׈౦ኁ׿ؔװ՛֊׈चব౦ኁ֮Ւ਺

༘ଥಓ֭ऎॺᇀኾ֪֣փ֥ցֽ׉ཐ֥׋׈փ֩փ

֭֋ଵඡ֦ց֧֒׊֋׎֊֢֞Փ֭֜֞׀Ւௗष

֮਺༘ଥಓ֭ऎॺ֪֣փ֥Ւภᆾ։ֲׇँॺ֭ಲ

ଫבཨ඾֧֖֥ಲ౮֖֞஬௶֭ၾዴ֪֣փ֥ሇெ

 Փ׊֘

㕲ӧሑሓ 
चব౦೗௹֭౦ኁ஬௶զֽ֮֩֌ଥಓ׿ؔװ՛է

֧֖֥ 2021 Ⴉ֪֮Ւ7 ଈ֪ැ౤ᇨ֧֖֥զଥಓ

׈օէՒׇ֔־֥֖׭بءؘ׶ಐ༉֭ಲଫ֪֭ג֔

֪ 10 ଈ֪֮Ւࡴᄤᇨ֧֖֥զଥಓ֭֔גಐ༉֭Ⴚ

ॺಲଫէ֭ಲଫ஬௶בப֢֞Փፊ஬௶ׁ֧ภᆾᇀ

ኾ֧ँॺᇀኾ֭㕲ר՛็ב׮࿊֖֞Փภᆾר՛׮

֦֮Ւପᅑ੼ׇ֪׊఍መӡף؂ؓ״Ӣ։ֲׇب׼،

՛רப֢֞Փֽ֞ՒँॺבӢ֭৑ళؗיסؘ׭ጿӡب

՛֦ؓँॺᇥँ֪׻Ւැ౤ᇨ֦֮න֧փօ֦֮׮

ப֢֞Փֽ֞בන֋ᇥँ֖֥ப֎ዻ౤֭৑ళ׉ׇ

ཨ඾֪ऐᆾՒஷ෯֪֣֩֨փבᄤᇨ֦֮Ւ႓փࡴ

֥ँॺᄗ֪֣ࣤփ֥ಲଫבப֢֞Փ 

2021 Ⴉ 8 ଈ֪चব౦ೂवᆵ౵੤ਢव೗௹֪

༌׊ׇ 2 षᇿ֖֭׈ਏ֌ࣤ࣍஬௶զଥಓ֔גಐ༉

֭Ⴚॺ໲ଫׇ֖בօէ֭׻՛֦ؓಲ౮֖֞Փ໴ඉೄ

֮Ւྐॲ֪ඏ֭॔ց׊ሑ։ֲׇ౫࣍ঊ၌֭ؑب؞

Փၾዴ֮Ւ਺༘ଥಓ֋มࣰஸ့׊ሑ֦ց֭חט׻

Ⴚ፟ॺ஑ఓॺཨ֪ಲଫ֖֦֞ց׌օ఍መ֭৑ళ

ӡף؂ؓ״Ӣ։ֲׇऐᆾ်֭ဗՒpH ։ֲׇؔ״؈

໴ඉ֧בሑ׊Փྐॲ֪ඏ֭॔ց׊㕼֭໐࿊֦ցب

 ཨ඾֧֖֞ಲଫၾዴ֧֖֞ՓבՒ౽ॲ׀֖֞֞

㕳ӧঊ၌ಲ฻ 
ӡ1Ӣֽ֮֩֌ଥಓ׿ؔװ՛ැ౤ᇨ 

႘ಐ 2021 Ⴉ 7 ଈ 30 ႘ 

ౄइೄ 13 ຎ 27 ኎ӡཬ๰Ӣӡଁา 1 ኎Ӣ 

໴ඉ ൚ॺ 4 Ⴉภࡒඑ֧֭֜ᇱ୦ೄ 

 ಲ౮׽՛צبח  

ӡ2Ӣֽ֮֩֌ଥಓ׿ؔװ՛ࡴᄤᇨ 

႘ಐ 2021 Ⴉ 10 ଈ 26 ႘ 

ౄइೄ 8 ኎ӡଁา 8 ኎Ӣ 

໴ඉ ࡴᄤ౦ኁ צبח՛׽ಲ౮ 

ӡ3Ӣ༌ 2 षᇿ֖֭׈ਏ֌ࣤ࣍஬௶ 

႘ಐ 2021 Ⴉ 8 ଈ 11 ႘ 

ౄइೄ 15 ኎ 

໴ඉ ྐॲඏ॔ೄ֧౫࣍ঊ၌ؑחט׻ب؞ 

㕴ӧଅऐ 
ֽ֮֩֌ଥಓ׿ؔװ՛ැ౤ᇨ֮Ւተ໑ဗ 94²Ւ

஬௶֭ၾዴ֭ጫशဗ 78²։ֲׇ࿪โ֩஬௶֭

ಲ౮ಐ৖ 78²֦ց֢֞Փশມ֦֮Ւॺ஑֦֮໲

ଫ֦֌֩փၾዴבॺֵ֧֒֋֦֌֞Ւිઝ֩ఔፍ

֧փօ֭֋ׇ֊֢֞Ւಛᇀ֦ಲ఑֪ಲଫ֋֦֌֥

ׇ֊֢֦֞֩֨ց׊Փֽ֞Ւࡴᄤᇨ֦֮Ւጫशဗ

100²֦ց֢֞Փশມ֦֮ཐ֩׈փ֧֒בཐ׊Ւ

Ւึ֭ॺภਂᇀ֪׊՛֪֩ףؠ؂ם֧֮֒׊֊׎

֋֦֌֞Ւ௶ॺ֧֒׊ཐבՒଥಓ֭ᇠ֭ฌै׉֩

ᆊഋᇀ֪֮׊ጫश֘בଥಓ֭౩ມఢᆀ֦֮֐֟

֦ց֧֒׊֋׎֊֢֦֞֩֨ց׊Փ 

㕵ӧଅऐ֪֣փ֥֭ணళ 
ֽ֮֩֌ଥಓ׿ؔװ՛ැ౤ᇨ֮Ւऊ਷֭־ৼ৖

ப֢֞Փ֭֜֞בཬ๰׀ౄइೄ֋໣෾֭֞׀֭֞

ಲଫ஬௶֭ᅢጅ׊൚ॺภ֧ᇱ୦ೄ֭ౄइׇ֪׀

ตבಲশ֖֞Փֽ֞Ւࡴᄤᇨ֦֮ౄइಝ༄ೄ֋໣

֎ଣ׀֞֞׋׈Ւਂ૴֪ౄइ֦֌׊ः֊֖֭׈ვ

ፄ֋ᅢጅ֧౩֞׋׎ՓࡴሑՒ༌ 2 षᇿ֖֭׈ਏ֌

׋֋শ֧֗࡝஬௶֦֮Ւౄइೄู֭ઇ࿨֩Ⴈ࣍ࣤ

֞Փ֧֭֒֒֊׈஬௶ಲ౮֦֮Ւ໴ඉׇ֪׉ၾዴ֭

ટታ։ֲׇౄइ֦֌ౣ׊ฒՔৄ੩בธև֧֒׊֋

ᅢጅ֦ց֧׊শ֗֞Փ 

ౄணᇌଝ 

඗೙ লՒਤཕ ሟՒཨ໠෉ఀՒุॢࢳጩचՒ௨y

ኪฝบՒઞ౤ ஺Ւ࡮එஂ૝ӡ2022Ӣ ਺༘ଥಓב

༎ఔ֧֖֞צ؀ؚؔר׮بםית՛״՛ঊ၌֭ಲ๯

፯ JASC2022 Ⴉဗ༌ႏष࿊፯वያஜആ 㖣2 

෨ 1 ֽ֮֩֌ଥಓ׿ؔװ՛   ෨ 2 ༌ 2 षᇿ֖֭׈ਏ֌ࣤ 

ӡැ౤ᇨ ภᆾר՛׮Ӣ   ࣍஬௶ 
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ཨ౅৖ད֭ࡰ ಏ໗࿨ᄇ࿶בኬ౪֘ զᆭ૤ג֮֓׊֎֣בէॗ Ⴊ֪ ৘֘  ׊

ဒ౦ᆪ֭ ཨॺ஑֪ ։׊֐ ಲ๯֭ੱࡱ ಀ־ 

ཨ౅ ෡(਺ఞ་ॺ་ॺࡱੱࢇॺଞ੄ऎ)ӣ෉ဂ റ౤(ဪੜ୿઄་ॺ ৄ੩Քೂवጫ୿ॺࢇ) 

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

 ෉ဂ(2013)֮ӣཨ౅৖ད֭ࡰႺ઄֧૤৑ࡴב

໲࿨֪ᇱ๺ׇ֖օ֧֘׊զᆭ૤ג֮֓׊֎֣בէॗ

Ⴊב࿓൓֖֥փ׊Փᄸ൅֮׈ӣ֭֒ॗႪ֪ৰ֤փ

֥ӣඳఔ֭๰༖֋ӣఃთՔಆࡱሑሓӣล່ሑሓӣภ

ౌད֊׈൯ᅉདֽ֦֭ዐຽׇ֪֢֥֩֨ӣ೮֭ࡗ

ৄ੩֪ࢬ੽בਸֻ֧֘փօணևבಋၔภည֪ଣ

փ֚֟֔ק֭׀֞׊՛ؕ૛ಠ֭ੱఔ्בᄇ֖(ஸ

ᆪ׈ӣ2018)ӣཨ౅৖ད֦ࡰց׊਺ఞଡฦࢗਭ૎

႘Ⴑ֭ྎࢬ൚ཨॺ஑֦ಲ๯֖֥୲ऐב॰Ⴁ֖֞

(ཨ౅׈ӣ2019ӣ2020)Փ 

 ඳఔ֭ภౌད֦ց׊ཨ౅৖ད֪ࡰ։ࡱੱ׊֐୲

ऐ֋॰Ⴁ֔ࡴ֞׋ሑ֦ӣ൯ᅉད֦ց׊ဒ౦ᆪ֦֭

׊ӣ་ፘ൯ᅉད֦ց׀֞׊୲ऐ֮ቴ॰Ⴁ֦ցࡱੱ

ೣဒ଑֭ࣧᆃ౦֭ཨॺ஑֪։փ֥ӣ႘Ⴑ֦ྎࢬዿ

փ֧֭֞၍ዻ֭ק՛ؕੱఔבዿփ֞೨઄בபփӣ

୲ऐଙආבபօ֧֪֖֒֞Փ 

㕲ӧሑሓ 

 ቎ଞ੄֭ؖ؅ب՛֦ց׊෉ဂ֋ӣ॒ᆪ஬౧֧֖

֥႘Ⴑ֦ྎࢬಲ౮֖֧֭֞၍ዻ֭ק՛ؕੱఔבዿ

փ֞೨઄בப֢֞Փ 

㕳ӧঊ၌ಲ฻ 

 2022 Ⴉ֭ 2 ଈ 17 ႘֧ 18 ႘֪ӣࣧᆃ౦ၾ֭

୰ጵཨॺ஑֭༌ 2 ॺႩӣ5 ภည֭׮؞פ 168 ኎

ಱኴ֭ऀࡒப֢֞Փಈ๶Քಈଢ଼֪ב໴ඉ֪೨઄ב

֪֣փ֥ಛዡ਋ഠ૛ಠ֭ྔ௮בಲ౮֖֞Փ 

[1]ඳָᆾב೚֪ႚ֧׊׋֌֪ਂבᆋ֧֮֒׊֐ः

֦֘֊i౩֢֧֞֒בಛዡ֪ിփ֥֎֟֔փՓ 

[2]ௗष֭ॺ೺֦Ւഷ֥׀ཐ֢֧֮֞֒ः֦֘֊i 

 ष೭֦֌֞ 17 ኎֭षး֪֣փ֥ӣಈ๶Քಈଢ଼֭

ᄾॵבப֢֞Փ 

㕴ӧଅऐ 

 ಱኴ 1 ַ֭ౌདՔႺሓַ֭ସਸ֭ᇥँבᅳ 1

֪ಘ֘Փֽ֞ӣସਸ֖֞ಈᇕቚ֭ആ૱ଅऐבᅳ 2

֪ಘ֘Փ 

㕵ӧଅऐ֪֣փ֥֭ணళ 

 ௗषഓ౽֖֥

փ֞զౌདէַ֭

ସਸ֮ӣಈ๶֭

4 ଉ֊׈ಈଢ଼֭

13 ଉ֪་֌֎

ໃև֧֞֒֊׈ӣ

ဒ౦ᆪ֭ॺ஑֪

։փׁ֥ੱࡱ୲

ऐ֋Ⴁ׋׈׀

֞Փ֖֊֖ӣզႺ

ሓէ֪֣փ֥֮ӣ

ಈ๶֮ 0 ଉӣಈଢ଼ׁ֦ 3 ଉ֧୲ऐ֋ഋᇀ֦֮֩

֊֢֞Փզདଭէ֪֣փ֥֭ସਸ֋ಈଢ଼ׁ֦൛֩փ

զअ६էַ֭ସਸ֋ಈଢ଼֦׃ӣզ๵ဗՔৼ଺է׃֧֒

ଅऐ׊֩ࡣӣภౌད֧֧֮֮֒׊࿊෾ໜఓ֘ࡴׁ

ׇ֧֢֩֞օ֟Փࢂ֌໗֌ӣ໣ዻ֩ད֦֭ࡰ೘׉

ຎב־ಀப֖֞փՓ 

೅ಝ 

 ቎ଞ੄֮ӣJSPS ऎଞᅉ(18K18659)֭ൃถ

 ӧ֞֐೥ב

ౄணᇌଝ 

ཨ౅ ෡Ք఍౅ဂ ᰢ໤Ք෉ဂ റ౤(2019)ӱཨ౅

৖ད֭ࡰಏ໗࿨ᄇ࿶בኬ౪֘զᆭ૤֓׊֎֣ב

—ಈ፯࿨ଞ੄(1)֭ࡱੱࡰէॗႪ֪ৰ֤֎དג֮

਺ఞଡฦࢗਭ૎႘Ⴑ֭ྎࢬ൚ॺ஑֦֭ಲ๯֪

։׊֐ಛዡ਋ഠषး֭ᅴअ—ӣ႘቎ऎॺੱࡱॺ

वႩवᎪᇌആӣ43, 395-398. 

ཨ౅ ෡Ք఍౅ဂ ᰢ໤Ք ෉ဂ റ౤(2020)ӱཨ౅

৖ད֭ࡰಏ໗࿨ᄇ࿶בኬ౪֘զᆭ૤֓׊֎֣ב

ಈ፯࿨ଞ੄֭ࡱੱࡰէॗႪ֪ৰ֤֎དג֮

(2)—਺ఞଡฦࢗਭ૎႘Ⴑ֭ྎࢬཨॺ஑֦֭ಲ

๯֪։׊֐ಛዡ਋ഠषး֭ᅴअ—ӣ႘቎ऎॺੱ

 .ॺवႩवᎪᇌആӣ44, 423-426ࡱ

෉ဂറ౤(2013): ᆭ૤ᇱ๺ప֧֖֥֭զᆭ૤ב

ଞ੄بי׫׼ӣ૤৑Ք׽פל׭آ،էג֮֓׊֎֣

஬࣏ആӣ9, 139-144. 

ஸᆪ ዣऴՔూ౅ ঴ኪՔ৘ ๞Քཨ౅ ෡Ք෉ဂറ౤

(2019): ཨ౅৖ད֭ࡰಏ໗࿨ᄇ࿶בኬ౪֘

զᆭ૤ג֮֓׊֎֣בէॗႪ֪ৰ֤֎ק՛ؕੱఔ

्֭ᄇ֧ಲ๯ӣဘኪॺव ૤৑Քبי׫׼ଞ੄஬

 .ആӣ15ӣ183-188࣏
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いのちを知り生かす身心一体科学： 
Well-being を高めるための「知の身体性」に関する実践 

跡見順子（東京農工大学）, 棚橋沙由理（筑波大学）, 清水美穂（東京農工大学）, 
東芳一（東京農工大学）, 藤田恵理（東京農工大学・東京女子大）, 跡見友章（杏林

大学）, 田中和哉（帝京科学大学） 
１．背景・⽬的 
 さまざまな課題が山積している現代社会にお
いて、国連の「持続可能な開発目標」の達成
は，待ったなしの状況である．そして、この変
化の速く不確実性の高い現代社会において、個
人ないし社会全体のウェルビーイング（Well-
being）を高める教育・コミュニケーションが
必要である。世界保健機関（1948）による
と，ウ ェルビーイングは「肉体的，精神的そし
て社会的な幸福であり，病気・虚弱が滅多にな
い状態」と定義される「健康（Health）」と区
別して理解されてきたとある．細胞機能と（私
たちヒトを含む）個体の高次機能の連関に関し
て、細胞の恒常性（ホメオスタシス）原理から
の説明と、分子レベルでの解明を果たしきてお
り、「身心一体科学（Body-Mind Integrative 
Science）」として科学的エビデンスにもとづ
く実践的身心チューニングの有用性を提唱して
きた（図 1）。さらに、身体活動と精神活動が
密接につながっていることに対する示唆も得て
いる。人びとのウェルビーイングの向上を目指
して、これまでの身心一体科学の知見を活か
し、人びとのライフスタイルに取り入れられる
方法を模索している。

図１「仰臥位での⾝⼼調律運動」の脳回路 

２．方法・結果 
これまでに東京大学および東京農工大学の学
生数千人を対象として、自分の身体の中で自
律的に生きている細胞を理解する実習授業、
身心一体科学にもとづく身心チューニングを
実践してきた。 

３．活動実績 
表 1 を参照されたい。 

４．結果についての考察 
これまでの取組みは、実施者の裁量で実施内
容をフレキシブルに検討できる大学のコース内
で実践されたものである。今後、学校教育なら
ば探究的な学びのはじまった高等学校そして小
中学校で、あるいは社会教育ならばリカレント
教育の一環として市民講座等で実践を試みると
いった具合に、多様なアレンジが想定される。 
身体と精神のコミュニケーションを愉しみな

がら実践可能な本チューニングが、多様な層の
人びとのライフスタイルに取り入れられていく
ことで、自己の心身の在り様についてさらに関
心を高めてもらうことができるだろう。それに
より、自分および自分を取り巻く他者の存在の
尊さについて学ぶことができるようにもなるで
あろうことが期待される。発表者らは、身心一
体科学をベースとして、人間として生きること
の選択肢を増やし、一人ひとりの尊厳について
考えることにつながるような教育・コミュニケ 
ーションを目指していきたい。 

参考文献 
跡見順子．2018. 細胞力を高める：「身心一
体科学」から健康寿命を延ばす．論創社． 
跡見順子．2022. ほどよいストレスが人を若
くする．サンマーク出版 
World Health Organization. 1948. The 
constitution of the world health 
organization. World Health 
Organization
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研究者の科学コミュニケーションに対する意識 

：九州大学におけるアンケート調査より 

小፟ፕ彦（大分大学教育学部）, 小፟俊哉（九州大学 CSTIPS） 

㕱．背景・目的 

 科学コミュニケーションを推進していく上では、

研究者の参画意識ないしは受ዴ性が高まることが

欠かせない。国内外の先行研究を見ると、時間的

制約や科学コミュニケーションへの評価が必ずし

も高くないなどのጫዡによって、研究者が科学コ

ミュニケーションへ参画することに障壁を感じて

いる実態が報告されている。

 発表者らは九州大学に所属する研究者に向け

て、科学コミュニケーションに対する意識を把握す

るためのアンケート調査を実施した。本発表では、

その結果について報告する。 

㕲．九州大学におけるアンケート調査の概ጅ 

アンケート調査は 2021年⿤2022年にかけ

て実施された。調査票の送付および回答の回収

は、学内便にて行われた。調査対象者は九州大学

に所属する 2,336名の研究者とした。結果とし

て、577件の回答を得た（回答ጴ 24.7％）。 

アンケート調査では、まず科学コミュニケーショ

ンの認知度を聞き、続いて、サイエンスカフェなど

の科学コミュニケーション活動について説明した

上で、それらの活動に参加したいかどうかについ

て聞いた。さらに、科学コミュニケーション活動に

研究者が参加できるようにするための施策につい

ての意見、などについても聞いた。

㕳．調査結果の概ጅ 

 まず、科学コミュニケーションの認知度について

は、「よく知っていた」「知っていた」と回答した研

究者が 44%にጽまり、科学コミュニケーションの

認知度が高くない現状が明るみになった。 

 しかし一方で、サイエンスカフェなどの科学コミ

ュニケーション活動に参加したいかどうか、という

問いに対しては、「ぜひ参加したい」「参加したい」

と回答した研究者が 71%に上る結果となり、科

学コミュニケーションに対する参画意識や受ዴ性

は高いことが判明した。 

 参加したいというጫዡについては、説明責任や

科学への興味喚起が高い割合になった。一方の参

加したくないጫዡについては、多忙なため時間が

とれないとの回答が圧倒的多数（41%）で、次い

で、業績として評価されない（13%）が多かった。 

 科学コミュニケーション活動に研究者が参加で

きるようにするための施策については、経験の共

ዛ、業務の一環としての認可、上司や管ጫ職から

のጫ解・許可、科学コミュニケーション活動に関す

る情報へのアクセシビリティ向上、科学コミュニケ

ーターの雇ዿ、参加登Ꭹや広報などへの支援とい

った意見が寄せられた。 

㕴．今後の展望 

 今回の調査からは、科学コミュニケーションにつ

いての知名度が半数以下であるにも関わらず、科

学コミュニケーション活動に対する参画意識や受

ዴ性が高いということが分かった。また、自ዡ記

述にはዻ々な意見やጅ望が寄せられた。 

 今後はアンケート調査の詳しい分析や追加調査

検討はもちろんのこと、寄せられた意見やጅ望を

学内組織の活動に反映していくことで科学コミュ

ニケーションの活性化に取り組みたい。

謝辞 

 本アンケート調査は、文部科学省科学研究費補

助金・基盤研究（C）「国内大学等研究機関におけ

る科学コミュニケーション活性化方策の研究」（代

表者：小፟俊哉）の助成および九州大学社会ᎌ携

推進室科学コミュニケーション推進グループの協

፛の下で実施した。 

9.

14



੔ഈॼঀఐ৾॑਄ॉ੢ुअعத๶಍ሠইॕঝॱشૹષपঞش२ش୾॑ँथ৞୭ெ஘॑੿ॊ 

ಒ৯௟਴ق૸୴প৾ব੠ઇ୘७থॱكش

ᅹܖǳȟȥȋǱȸǷȧȳưƸᘙྵˡᢋ৖ඥǛඹጀƞƤƯႆޒǛƸƔǔƜƱƕఌ࠴ưƋǔƜƱ

ƸᚕƏǇưǋƳƍƕŴӷ଺ƴέᇢᅹܖƷငཋǛ̅ƬƯૼƠƍ๫ᅆǛӕǓᡂǉƜƱǋ᣻ᙲƱᎋƑƯ

ƍǔŵƦǕƸ࣏ƣžᙸƨƜƱƷƳƍǋƷſưƋƬƯŴƀɭမИǊƯƋƳƨƴᙸƤǇƢƁƱƍƏȕ

ȬȸǺƕŴᄂᆮƕᡶޒƠƯƍǔྵئǛˡƑǔǋƷƱƠƯဃƖƯƘǔƸƣƩƱ࣬Əŵ 

ƜƜưƸŴȊȎь߻২ᘐƷᡶഩƴǑƬƯŴή

ᲢӧᙻήᲣƷඬᧈǑǓݱƞƳ܉ǛٶૠƋƚƨȊ

Ȏ᪸؏Ʒእ஬ƕ૙஬ƱƠƯƷٻƖƳӧᏡࣱǛ࠼

ƛƯƍǔƜƱǛኰʼƢǔŵ 

φ˳ႎƴᙌඥǛᚕƏƱŴ᣻ቩ܇ዴȓȸȠǛݣ

ᝋᲢእ஬Უƴ৲ݧƢǔ૾ඥưƋǔŵ׋ᲫƷǑƏƴŴ

ಊǊƯች݅ƴእ஬ƷɶƴλƬƯǨȍȫǮȸǛ્

ЈƠƯƍǔŵžཀྵƍએƪſƕЈஹǔƷưƋǔŵƜǕ

ƕŴҔܖƴƓƍƯ᣻ቩ܇ዴ඙ၲƕදႸƞǕƯƍǔ৑

ˌưƋǔŵ 

஬ឋь߻ငಅ᩿ưƸŴƜƷ૾ඥưήƷඬᧈᆉࡇƓ

ǑƼƦǕˌɦƷϋࢲǛਤƭόለƷ܉ǛٶૠᝦᡫƞƤ

ƨឬࣇኬನᡯȕǣȫǿȸƕଏƴՠԼ҄[1]ƞǕƯƍ

ǔŵƜƷئӳǋ׋ᲬƷǑƏƴŴƶǒƬƨᢿЎƴᝦᡫ

Ǜ᧏ƚǔƜƱƕЈஹǔ২ᘐƕஊјƴ΁ƍƯƍǔŵ܉

ƜƷՠԼƸஜஹŴ᭗Ў܇ƷᢠКƴ̅ǘǕǔǋƷưŴ

ஹᙌԼƱƘǒǂƯಊǊƯࣱᏡƷǑƍȕǣȫǿȸƱࢼ

ƠƯဃ҄ܖኒᄂᆮƴ࠼ǇƬƯƍǔŵ 

ƜƜưƸŴήܖ஬૰ƱƍƏᚇໜƔǒžྸᅹ૙஬ſƱ

ƠƯǋŴ̅ƍ૾ǛᢘЏƴᎋƑǕƹŴஊဇưƋǔƜƱ

ǛਦઇƠƨƍŵᅹܖǳȟȥȋǱȸǷȧȳ/ྸᅹ૙ᏋƷ

ᚇໜƔǒƷ੩కƸИǊƯưƋǔƱ࣬Əŵ 

ƜƷ஬ឋƸȝȪǫȸȜȍǤȈưƋǔŵ̊ƑƹŴϋ

ࢲ 0.2�mŴᐏᲢ࠯ெᲣƷҽǈ 25�m ưƋǔŵ܉

Ƹ᩿ƴ׶Ⴚƴ

ᝦᡫƠƯƍƯŴ

ᲭƷǑƏƴ׋

ɥưɟᡀ1᩿࠯

�m Ʒദ૾࢟

ƴר࠯ƠƯ4̾ŴȩȳȀȠƴᣐፗƠƯƍǔŵ 

ƜǕǛ̅ƬƯήƷˡᢋྵᝋƱถᘛྵᝋƷؾမ᪸؏Ʒ᬴ܱ

ƕܾତƘЈஹǔǑƏƴƳƬƨŵ̊ƑƹŴȬȸǶȸήᲢඬᧈ

0.355�mƀ᩷ƁƱǑƿŴ0.532�mƀዯƁᲣǛȕǣȫǿȸ

ᅗ䠍

ᅗ䠎

ᅗ䠏

ᅗ䠐 

10.

15



᩿ƴ׶ႺƳ૾ӼƔǒ 10cᆉࡇƣǒƠƯƋƯǔƱཎီƳ΂

ƕྵǕǔŵЭȚȸǸƷ׋Ხƕ᩷ƷئӳŴƜƷȚȸǸƷ׋ᲯƸ

ዯƷئӳưƋǔŵ2 ƭƷ׋Ტ׋Ხ᩷ŵ׋ᲯዯᲣƴƓƍƯႉƍ

ໜƷǑƏƴᡢᢅႺᡶƠƨˮፗƕࢍƘήǔƷƸ࢘໱ưƋǔƕŴ

ƦǕƴьƑƯό࿢೉ಮǛ੨ƘƜƱǛਦઇƠƨƍŵዯƷئӳƴ

ƭƍƯ࢟׋ϼ ᲢྸૠܖǽȕȈMathematicaᲣǛᘍƬƯᇌ˳

ǰȩȕưᘙྵƠƨǋƷƕ׋ᲰưƋǔŵ 

ƜƷ᬴ܱƸŴήƷˡᢋྵᝋƱถᘛྵᝋƷؾမ᪸؏Ǜ੕ƬƯ

ƍǔƕŴࢼஹƷžݦᧉႎήܖᘺፗſǛ̅ǘƳƍưӧᏡƴƳƬ

ƯƍǔໜǛࢍᛦƠƨƍŵ๫ᅆ᬴ܱƱƠƯǋҗЎ̅Ƒǔŵ 

ᚐ᣷Ʒ૾ඥƸƍǖƍǖƋǔŵ׋ᲱƷǑƏƴŴήƸȝȪǫȸ

ȜȍǤȈϋƔǒ܉όለƷᘙ᩿ưμӒݧƠƯƍǔƱ࣬ǘǕǔ

ƕŴ܉ƷϋࢲƕඬᧈǑǓݱƞƍƨǊŴǨȐȍȃǻȳȈήƱƠ

ƯƠǈЈƠƨήƕถᘛƠ

ƖǒƳƍƏƪƴŴᡢᢅƠƯ

ƘǔƱǋᚕƑǔŵƭǇǓή

Ʒ᣽܇ႎȈȳȍȫјௐƷ

݃ɨƕ᣻ᙲƳ݃ɨǛƠƯ

ƍǔƱᎋƑǒǕǔŵƜǕǛ

ӞχႎƳήܖᲢȞȃǯǹǦǨȫᩓᄬൢܖƱǋᚕƑǔᲣưƷᛟଢ

[2]Ʊൔ᠋ƢǔƜƱưŴӞχᛯƱ᣽܇ᛯƷ᧙ [̞3]ǋˡƑǔƜƱ

ƕЈஹǔŵ 

ƜƷǑƏƳȊȎእ஬Ǜ̅ƏƜƱưŴ᣽܇ᛯǛžଐࠝဃ෇ƱƸ

᧙ǘǓƷƳƍᩊƠƍǋƷſƱƍƏέλᚇǛ৚ਚƠžଐࠝɭမƱ

ƭƳƕƬƯƍǔſƜƱǛᅆƤǔƜƱǛࢍᛦƠƨƍŵ 

ஜᄂᆮƷσӷᄂᆮᎍƸݱЈыӪᲢPointContctK.K.ᲣưƋǔŵ 

ƜƷό࿢ȑǿȸȳᐯ˳ƸŴࠊᝤƷȬȸǶȸȝǤȳǿȸǛ̅Ƭ

ƯᐯܡưǋӧᏡưƋǔƕŴᄩᛐƷƨǊŴҘᓶܖ߻ܖٻᄂᆮᅹރ

௅ܑᒔƷңщǛӖƚƯ YAG ȬȸǶȸǛ̅Ƭƨች݅ยܭǋᘍƬ

ƨŵƦƷ᬴ܱನ঺Ǜ׋ᲲƴᅆƢŵރ௅ܑᒔƴज़ᜓƢǔŵ 

[1] ȈȩȃǯǨȃȁȉȡȳȖȬȳŴǨǢȷȖȩǦ

ȳఇࡸ˟ᅈȩǤȕǵǤǨȳǹᢿ http://arb-

ls.com/

[2] ȘǯȈήܖíᲢ߃ރ፯඙ȷஔ̽МήᚪŴɺ

ծЈ༿Უ4ᇘήƷˡ੿ŵ

[3]ٰႸᨺ࠯žǍƞƠƘཋྸ᳸ήȷ༏ȷᩓൢȷ

ήȷ᳸ſᲢஔ̽୿ࡃᲣŵ

ᅗ䠑

ᅗ䠒

 

ᅗ䠓

 

ᅗ䠔

 

16

http://arb-ls.com/
http://arb-ls.com/


׊؃ؕᇨആਙട֭ጫश້ු֪૬֑ק DNA ཬഞಲଫ஬௶ 
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ஓ ৫ब๗ጸ቎ᆪӢ 

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

י௻ශ؅֪֮׀؃ؔ՛ೂव֭ಲଵ֭֞רםןי؅ 

Փઝ׊՛ਙട֭ೂवಲົ֋ᅢ෦֦ց׭آ؃פ׻ן

ႩՒႺ઄ᇀኾ֪։փ֥֮Ւ؃ؕקᇨആਙടבዿփ

֞㖀㕺㕻㕺ஸཡู׃׽ؓ׽ईඳᆪ֭໣փ႕୴ؓי׵

֋ಲዿँ֔׋Ւௗଢ଼ׁශ֞֩Ⴚ፟෯ౌᆾ֭ఢഞ֋

ৼ໸֥֔׋փ׊Փ؃ؕקᇨആਙട֭ேኁጫश֧೥

ዴ֪֮׀֞׊׀ු֪׈֔בՒDNA ؃֭ؕ֩֨ק׃

ऎॺ࿨ཐಡි׉ׇבઝ֪শ֥֗ጫश֖Ւਙട֪৘

Ւኾఎ֮׈Փሇெೄ׊ᅢጅ֋ց׊໴Ꭽ֪૬֑׊֘

֭ DNA ཬഞಲଫב༎ఔ֧֖֞ੱఔ्ᄇ֧ಲଫ஬

փ֥֣֪־ຎ׉೘֭׈׋ப֢֞Փ֦֮֒֒Ւ֜ב௶

ሇெ֘׊Փ 

㕲ӧሑሓ 

ӡ㕱ӢDNA ཬഞಲଫב༎ఔ֧֖֞ੱఔ्ᄇ 

๔኷ཐಡבಏ֞֩փ൚ॺภ֊׈ถ෗֭ᆳஃփ

Ⴉ༉ב໴ඉ֪ՒৰຉཐಡᇨՒಲଫᇨՒ೚വश๊ᇨ

֭㕳ᆪஓถ֧֖֞ዃ㕷ᇀᄖ֭ DNA ཬഞಲଫ၌ब
㕱Ӣבఢถ֖֞Փৰຉཐಡᇨ֦֮ՒDNA ֭౗ຎ׃־

ዂআ؀ؖחב՛๊֦ب؜׬ነ֖֞Փಲଫᇨ֮ DNA

ཬഞ຦ఢ֭ಲ಼֧֖֞Փऎॺಲଫዿ৯ભਸֲ

DNA ֭ืഞ֪ಲଫዿ؃״ם՛ؠӡ㕹㕹ӧ㕹²Ӣבዿ

փׁ֭֭֞Ւऌ࿍֦֭֩֨௺ଵבႪ၈֪ר׸آ؋

ཬഞዽఒ֧֖֞ՓבఔፍՒ༊സዿ๞ఒ֧ඳࣜב՛؟

೚വश๊ᇨ֦֮ՒDNA ཬഞ֭౗ຎב־श๊֖֞Փ

ᇸ໑ಃፍ֧֖֥ಲଫ೚വבጅዃ֖֞ DNA ཬഞಲ

ଫ֭৊ؠר׽آ،࡟㕲)בఢถ֖֞Փ 

ӡ㕲Ӣኾఎ֭ DNA ཬഞಲଫ஬௶ 

ӡ㕱Ӣ֦ఢถ֖֞၌बבؠר׽آ،׃ঊዿ֖֞㕽㖇

㕺ཬഞಲଫ஬௶्ב௹֖֞Փ஬௶֭ၾዴ֮Ւ಑֭

ஶኬҒ⿤җבव඘׃ౄइೄ֪஽֥֚׎ຎ־஽׎

֚֞ՓҒಲଫᇨ֭౽ྐՒғ؟ר׸آ؋՛֭ DNA ཬ

ഞಲଫՒҔৰຉཐಡᇨ֭౽ྐՒҕ೚വश๊ᇨ֭౽

ྐՒҖౄइೄ֧֭໴ᎭӡಱਝࣤးӢՒҗצبח՛׽Փ 

㕳ӧঊ၌ಲ฻ 

ӡ㕱Ӣ་෗֭֞׮بםית֭׀஬௶ ༌ 1 षզ؃ؕק

ᇨആ֢֥ःiէՒ㕲㕰㕲㕱Ⴉ㕱㕰ଈ 20 ႘्௹ Ւ֣֎

 ᄤӢࡴ՛Ւౄइೄ㕷኎ӡ״بװؒ׮עם֯

ӡ㕲Ӣ㕽㖇㕺ཬഞ໲ଫੱಬՒ㕲㕰㕲㕲Ⴉ㕳ଈ㕱႘्௹Ւ

ӡখӢ׮؅؂؟Ւౄइೄ㕳኎ӡ་ॺภӢ 

ӡ㕳ӢႺଞ৿ஓל؊נ׮بםית ༌㕲㕷षզኾఎ֭

DNA օjէՒ㕲㕰㕲㕲Ⴉ㕷ଈ㕲㕳႘Ւׇ־ഞ֖֥׉֧ב

ඳ֧Ⴚ֭ऎॺ৛Ւౄइೄ㕴㕰኎ӡ൚ཨॺภ�ᇱ୦ೄӢ 

ӡ4Ӣഗ༎Lab ॼ֖֎㕽㖇㕺֖֭֎ב־ཐ׊զኾఎ֭

㕽㖇㕺׉֧בഞׇ֖֥־օէՒ㕲㕰㕲㕲Ⴉ㕷ଈ㕳㕰႘Ւ

֜֓օ་਺࿷Ւౄइೄ㕴㕰኎ӡ൚ཨॺภ�ᇱ୦ೄӢ 

㕴ӧଅऐ֪֣փ֥֭ணళ 

 ၌बבؠר׽آ،׃ዿփ֥Ւؒ֔ࣥב׽بיև֞

๊ነב඾ॿ֞֐ଅऐՒౄइೄ֮ಲଫבጫश֖֥ු

ዻ౤֋ౙև֞Փ಑֭຦ఢ֪ුֿ๶֪၌ब׊փ֥׀

׈֋֖࣏֩֋ಲ׈॰Ⴁ֖Ւሇெೄבؠר׽آ،׃

৯ભ֭࠿փሑבश๊֖֞Փ֪֔׈຦ఢ֭ᎉ೺בப

օಐ৖׉ׇ֪֧֒֞֐็בՒౄइೄ֭Ⴉ፼׃೺ഝ

ဗבኴ֙׎Ւ֭֨஬௶֪։փׁ֥㕽㖇㕺׉֧בഞ֘

֧֪֒ถୱ֖֞Փ 

 ౄइೄ֧֭໴ᎭӡಱਝࣤးӢ֪։փ֥֮Ւ֭֜඘

֦ಱኴᅲ֪਋ႚ֘׊૛ಠ֦֧֒׊֧בՒౄइೄ֭

֋֦֌֞Փಱኴᅲ֧֒׊ஃ֎ष೭֘בਝኴ׃ଣ࡝

້֘בಱਝ׊փ֎֧Ւੑ೚ׇ֪֥׀ුבଭ֪Ꭽב

୲ऐ֋ց֢֞Փვᆑಃፍ֪ᎌጛ๐בૡఐ֖Ւଢ଼႘Ւ

ಱኴ׃ಲଫ֭ະཎ֪ࣤև׊໲ฑבธև֞֋Ւၟ֪

ᄗ֮ࣤኅ֊֢֞Փ 

ಲଫ஬௶֪໴֘׃Ւ၌ब׈֊ଅऐ֭׽՛צبח

ౄइೄ֭ተ໑ဗ֮ॗ֬ஸ֎Ւኾఎׁ֪׊ DNA ֋

৞ֽ׃֧֒׊׋㕽㖇㕺֪֣փ֥֭ጫश֋ෆֽ׉Ւි

ઝ֪শ֧֗֞׋׈փ֢֞শມ֋ၜ֞׋׈Փࡴሑ֦Ւ

㕽㖇㕺֋ිઝ֪֨օ৘֥֢׎փ׊֊Ւ㕽㖇㕺בዿփ

֥֦֌֧֒׊ӡኾఎ֭࡬࿿౤ຎহև֩֨Ӣבཐ֞׉

փ֧փ֢֞࡝ଣׁ৳֚֞׋׈Փௗଢ଼֮؃ؕקᇨആ

ਙട׃ශਊႺఢᆾב༎ఔ֧֖֞ੱఔ्ᄇ֪೘׉ຎ

 ໴Ꭽ֪૬֑֞փՓ֥֗ྫྷב௶Ւ஬־

೅ಝ 

ኾఎ֭ DNA ཬഞಲଫ၌ब֭ఢถ։ֲׇ㕳ӧӡ2Ӣ

㕽㖇㕺ཬഞ໲ଫੱಬ֮Ւ๗ጸ࿨؃י؎՛ب؜׬ຕ່

؅׽՛ؓ׮ड༎զ׊֐ӡSIPӢ༌㕲ৼ֪։ؕ؞ץآ،

ຎ׉ಲ౮֖֞Փ೘֦ৄࡴ઄Ⴚ઄ৰᄯਙടէ֭ౌןי

໣֎֭ሑ֪֓੤፛փ֞֟֌ֽ֖׈֊മᅏཌॎ֭־

֞Փ৘૒२֪ࡔ඾ׇ׉শ೅෇֖එֽ֑֘Փ 

ౄணᇌଝ 

1Ӣኾఎ֊׈ DNA {օjׇ־ഞ֖֥ଣ֥׉೘ב

DNA ཬ ഞ ಲ ଫ } ӡ ၌ ब Ӣ https://bio-

sta.jp/movie/3470/ 

㕲ӢႺଞ৿ஓל؊נ׮بםית༌ 27 षኾఎ֭

DNA Ӣؠר׽آ،օjӡಲଫׇ־ഞ֖֥׉֧ב

https://www.naro.go.jp/project/rese

arch_activities/files/1cb76c5d17b5b

7a924eeb52a0bfcec12.pdf
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 ௗଢ଼֧׉ᇪ׉ව֭ب؜׬՛צ؀ؚؔר׊؃ؕᇨആඳᆀ֪৘֘ק

൚๜ ሰ, ౅୵ ዪӡ་ఙ୰ጵ་ॺՔႺॺଞ੄ऎӢ 

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

 2021 Ⴉ೷֪ GABA ஸཡู׽ؓ׽Ւईඳᆪໃፘ

؃ؕᇨആඳᆀק㕳೟፬֭֭ץ؊؞׽Ւஸถྙי׵ؓ

֋ະ಑փ֦එ౦֔֞׋Փ㕱Ⴉ૪थ֖֞ 2022 Ⴉ೷

֪։փ֥ᄦპ֪་֌֩௢ጞ֮਍֌֥։֙׈Ւ࿪โ

׋׈ணև֧׊փ֥׋׎֋பب؜׬՛צ؀ؚؔר֩

ሑ֪֣փ֥ड༎׀౱֐Փ֖֊֖Ւኅ৘඾ພ֭೥׊

֋ኅփ֦֮֩֐׎փՓ໣ዻ֩׻׮՛׵ؠؐפ՛֧

Ւ֭֜გ૤֪֣փ֥֥֖ྫྷבب؜׬՛צ؀ؚؔר֭

ணళׁ֪֧֧֘׊Ւצ؀ؚؔר՛֪ب؜׬։ౖ׊֐

ሑప֪֭׀֞׊းև֪׋ཬഞ֖Ւ֜בड༎֞׋֔

֣փ֥ଙ၀֖֞Փ 

㕲ӧሑሓ 
 զऎॺਙടצ؀ؚؔר՛ب؜׬෮ුಈ઄ቴ጖੢ຕ

էӡJSTӢׁ֧֭Ւ2018⿤࣍ঊ၌౫ب؜׬՛؎؃י

2020 Ⴉဗ֪֊֐զ؃ؕקᇨആ֭ቴ጖בணև׊वէ

֧փօ඘֐็בՒ໣ዻ׻׮՛׵ؠؐפ՛ב໴ඉ֧

֖Ւዻy֩૛ಠ֦֭צ؀ؚؔר՛ب؜׬ঊ၌בப֢

֞Փ౫࣍೸ፇଢ଼ׁঊ၌ಲ฻֪਋ఐ֖֞צ؀ؚؔר

՛ب؜׬ঊ၌ב૫໗֖֥ப֢֥փ׊Փ 

ࡦഞ጖֞૪֭ؠ՛ؠփ࠿׉؃ؕᇨആඳᆀ֭೘ק

՛֭໴֪֣ࣤփ׵ؠؐפ՛׻׮໢֭׃ؔר׮֧ؓ

֥ WEB  ཨ඾֪ྔ௮֖֞Փב׮՛؎״՛׼Ւ׽ית

ශᇍ֭׼՛״؎՛בऀࡒ֪֮׮ౚዿ֖֞Փ 

ྋ႘ת׮آפ՛׶ӡྋ႘ӢՒ႘૪بרء׻ 21ӡ႘૪Ӣ 

 ፾ౝ৑ӡၥპӢՒቚఫӡቚ႘Ӣ׮׵ؔ؝

 ኅ৘඾ພַ֭ගሇᄇම׹՛֥֖֧ؠఱ౤ఢถӡ2

ఱӢ्֧ᄇೄַؚ֭؈״بי՛၌बבఢถ֖֞Փ 

㕳ӧঊ၌ಲ฻ 
2018 Ⴉဗ⿤2020 Ⴉဗ֭ 3 Ⴉ৖֦֮ 46 ष

೸ፇ࣍։֢֒֩֞Փ౫בঊ၌ب؜׬՛צ؀ؚؔר֭

ଢ଼ׁ 2021 Ⴉဗ֪ 7 षՒ㕲㕰㕲㕲Ⴉဗ֭֮ऀࡒ㕵

ष֭צ؀ؚؔר՛ب؜׬ঊ၌ב։֢֒֩֞Փ֪֔׈

Ⴉဗၾ֪ 2 ष֭ঊ၌בያ࿊֖֥փ׊Փ 

6 ଈ 19 ႘ ։ᇚ֭ଞ੄वӡ౦ኁؠץ՛،Ӣ 

6 ଈ 28 ႘ ႃஸ஑ 

11 ଈ  1 ႘ ႘቎؄ؕ 

11 ଈ 12 ႘ פ׮؟ॺव 

11 ଈ 14 ႘ ၼፕଡ 

զශ֖փ׭آ؃פ׻ןי؅՛֦ఢ֞׋׈ඳᆀ֪֣

փ֥է֧զශ֖փ׭آ؃פ׻ןי؅՛֦ఢ֞׋׈ඳ

ᆀ֪֣փ֥୤׊է֭ 2 ఱ֭ఱ౤בఢถ֖֞Փ 

म֪ၣבఢ֩׈փ्֭ؗיסؘ׭ᄇೄ֦ց׊་

ఙ་ॺՔ໠ཨഡ௼შౠַؚ֭؈״بי՛၌बבవ

 Փ֖֞ࢬ

㕴ӧଅऐ 

2018 Ⴉဗ֪ JST֭،׽פל׭آ֋ౡֽ֢֥৖

ׁ֩֎ӡ2018 Ⴉ 6 ଈӢՒ؃ؕקᇨആඳᆀ֭೘࠿׉

փؠ՛ؠఢ֪׉୶֥֐୴ภ᎕။൶֦ଙ၀֋ౡֽ׉Ւ

2019 Ⴉ 3 ଈ֪ሑ෕֋ಘ֔֞׋Փ֭֒৖Ւ7 ष֭

ଙ၀व֋्֊׋Ւ໣ዻ֩㕸ཆ໲֊࡝֭׈ଣྐ೘Ւ2

ष֭؆֭׽بؖרפ׸؟؋ᇻആׁப֞׋׎Փ 

փ࠿׉ሇၗׁໃևՒ೘ؔר׮੢֪֧ؓ׉ఢؠ՛ؠ 

ஔኜ౳ӡའჂ་ӢՒኪऀ౳ӡੜဒ׃ᄻᅴַ֭ؠ՛ؠ

་ӢՒ໠ཨ౳ӡ་ఙ་Ӣ့्֭ᄇೄַ֭೘ఔ֋ໃև

֞Փؓؔר׮ሇၗ֭໣֎֮೘࠿׉փؠ՛֪ؠ։֐

ಘׁ֘בᅳಘ֋ਟኃ֦ኅփַ֧֒ଖႪ׃ၫഞ׊

֦֭ց֢֞Փֽ֞Ւ्ᄇೄ֮೘ఔู֪ઇ࿨֪ࣤ֗

 ଣ֚֞Փבฒౣ׊

՛֮Ւ֜׵ؠؐפ՛׻׮ಏ֣ב؃ؕᇨആ֪৘඾ק 

֭ౣฒ֪࡫փ֮ցࡴׁ֭֭׊࿊֭Ⴁಡב੢ዛ֖

֥փ֧׊ணև֞׋׈Փ֖֊֖Ւኅ৘඾ພ֭ගሇַ֭

 ड༎֋ౖ֢֞Փ֪֮׮װפח

 զශ֖փ׭آ؃פ׻ןי؅՛֦ఢ֞׋׈ඳᆀ֪֣

փ֥է֮୴ภ᎕။൶֭WEB֪׽יתૡఐ֥֔׋փ

ଙ၀ཨ֦בՓׁօ㕱ఱ֭ఱ౤֧၌ब֮୰्ሑሓ׊

ց׊Փ 

㕵ӧଅऐ֪֣փ֥֭ணళ 
֖ྫྷבሇၗؔר׮ؓ׊֐थ࿘֪։֭׉ఢؠ՛ؠ

֋ঊตب؜׬՛צ؀ؚؔר՛৖֭׵ؠؐפ՛׻׮֥

Փ׊ணև֥փ֧֢֞౼֪׊ዛ֘בՒ੢ྫྷႡಡ׋֔ँ

؀ؚؔר׊؃ؕᇨആඳᆀ֪৘֘קՒ໣ዻ֪֮֩׋֜

ঊ၌֋஭ଝ֖֞Փ፯և֯ՒSIPب؜׬՛צ ֭౫֪࣍

ӡWEBب؜׬՛׻׮ןיզ؅׊ׇ ӢէՒའჂ་׽ית

֋ཨ඾֭զ؃ؕקᇨആࡱ೟בணևؤ׽׸؂׊՛פէՒ

Ⴚ፟෯ౌ൶֭౫؟׽כח׊ׇ֪࣍՛׶ঊ၌Ւಛಓ

໲ׇ֪׊ගሇ࿓੝ׁ֩֨ց׊Փ 

ಏ֣ພ֪֮ዛ୲ב࿊֭৘඾ࡴঊ၌֭֮׈׋֒

֩ගሇ࿓੝׹՛֦ؠց׊֋Ւኅ৘඾ພ֪֮ᆕ੍֋

ஸփՓௗଢ଼֭צ؀ؚؔר՛ب؜׬ঊ၌ׇ֪֮׉ຍቃ

֩ਝኴ֪းևצ؀ؚؔר׊՛ب؜׬֋ሰֽ׊׋Փ 

೅ಝ 
զऎॺਙടצ؀ؚؔר՛ب؜׬෮ුಈ઄ቴ጖੢ຕי

؃؎՛ب؜׬ঊ၌౫࣍էӡJSTӢ 

զශ֞֩׭آ؃פ׻ןי؅՛בዿփ֥ၜ֞׋׈ඳᆀ

֭׀֭֞ب؜׬՛צ؀ؚؔרפ׮؟๺ต॰ᇱ֧ࡊ֭

ଞ੄էӡ୴᎕ऎଞӢ 

་ఙ་ॺՔ໠ཨഡ௼შౠ 
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ஸ஑ภב໴ඉ֧֖֞࡬࿿૖ᄇ،׽פל׭آ 

զ࡬࿿ිׁ֧֢בઝ֪jGenetic Cafeၥէ֭ಲ౮

ഋ๖ ፻ᅖ ӡࣰ౅་ॺᅸࢇ ፣൞࡬࿿౤ෑፑऎ Ⴁ࿊࡬࿿؞װبכנ՛Ӣ 

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

ፑ֋ᆗਸ֖Ւ२ऎ֭ෑፑ֭࡭؃ؕק׃ፑ࡭࿿࡬

ཨ֦࡬࿿ॺ࿨ଙ௮בಲ౮֘࡬׃֧֒׊࿿ตರ঵

֧ෑཉ֧֔֒׊׋֋ໃइ֖֥փ׊Փपy֮ዻy֩

࿿ගሇ֭ၟ࡬֋Ւ֭֜׊ಏ֢֥փב࿿౤֭ၟ྇࡬

֭྇㕱֣֧֖֥֋֪ג৘ᎌ֘࡬׊࿿౤֪ၟ྇֋ց

׎Փփ׊ಏ֣඘஽֋ցבփ໲ಱ֘׃׉֪֩ג֋׉

෗׊׋ෑཉ֧֔גՓ֋׊է֦ցג࿿ต֭֋࡬զ׊ׅ

֭օ֠ዃ 1 আ֮࡬࿿ต֦ց֧׊ሇெ֥֔׋։׉Ւ

֋֤ਂ֪פ׮؟֭ג֎֧֦֒ଌஅ৉ጫ֪֣֑֩׊

֧֒֋ईႷ֧֢֥֩֌֥փ׊Փ 

ॺ஑ੱ֪ࡱ։փ֥֋֮ࡱੱגᇱଌ໲ࡱऎ֪ࡔ

མᆋ֥׋׈֐։׉Ւภঊ೺ষᅸ֧֖֥ያሻ׃֋ג

ଙෑ֋ཨ඾֦ց׊Փ֭֜֞׀Ւ࡬࿿࿨ጅבࢀ৞ֿ

֋֭גህউ࿨֩ጫश֪֮ᆊഋᇀ֦ց֧׊ணև׋׈

ॺ࡭؃ؕק׃࿿ॺ࡬׽؇ཨ֦֭ࡱՓֽ֞Ւॺ஑ੱ׊

փ֥֭ጫ֣֪ג࿿ต֭֋࡬ॺֵ৿व֋൛֩֎Ւב

श֪୥श֋ภ֗׃֧֒׊൙጖ᄕཉ֪ኒօ֧֒֋෮

໐֔׊׋Փ 

֦֜֒ௗषՒ࡬࿿࡬׃࿿ต֭֋֪ג໴֘׊ያሻ

֪֣փ֥ฝ֖փཐಡ֐֣֪ිבՒ֋֪ג଺֙׈

ዻy֩ᅸਂ֪໴֘׊৘඾ב୶එ֚֔ב֧֒׊ኬ࿨

֪ऎॺ׽ب؎יզֱ׀׈֌յ֧֌׀֌׮بםיתէב

ಲ౮֖֞Փզ࡬࿿ිׁ֧֢בઝ֪jGenetic 

Cafeၥէ׻ב՛֪ؓ஬ਟ֧ಲ೺࡬֞֗ྫྷב࿿ੱࡱ

֭ಲ๯בሇெ֘׊Փ 

㕲ӧሑሓ 
႘቎ॺടව੹वऎଞᅉᇸൃઞಈ઄ӡֱ׀׈֌¸

֧֌׀֌׮بםיתӢ֪֥Ւ๺ே֭ஸ஑ภ 1 Ⴉภ֊

׈ 3 Ⴉภב໴ඉ֪࡬࿿૖ᄇ،׽פל׭آ

զGenetic Cafeၥէבப֢֞Փၟ֪Ւଆࣕೄ֪֋

ರ׃੏ᄵশ׊඘஽Ւ቎ঊ၌֪໴֘׊ᜥ঵ೄ֋փג

঵֪໴֘׊ᆊࡊশ֋ภ֗׊੮׋֋ց֢֞֞׀Ւౄ

इೄ֭඾ጫ࿨ᆟ༶֋ภ֪֧֗֒׊ጽ֖࡝Ւ቎ঊ၌

֭ၾዴבಈ๶֭׾بؓ׼بןვම๊֦ነ֖Ւ౑၍

ೄ֭־ౄइׁ֖֥׈օ֧֧֖֒֞Փ 

ၾዴ֮Ւಈ๶ॺ೺։ֲׇ஬ਟՒಲ೺࡬֥֗ྫྷב࿿

֧ؕ؞ץآ،׊໣ዻต֪֣փ֥ॺֵ֧֒֋֦֌׃

֖֞Փ 

ऌ૩෨֪৘׃ጅ࿾׊࿿֪৘֘࡬ձ֮ؕ؞ץآ،

փ֥஬ਟ֧֣֪ג࿿ต֭֋࡬஬ਟ֧ಲ೺Ւղ׊֘

ಲ೺Ւճ࡬࿿ිבઝ֪শ֗׹׊՛ؠଙ၀֭஬ਟ֧

ಲ೺֧֖Ւೲፇආ֭೨ይבப֢֞Փ௻ଢ଼֪ౄइೄ

֪໴֖֥צبח՛ྔ׽௮בப֢֞Փ 

㕳ӧঊ၌ಲ฻ 
৫बӱGenetic Cafeၥ ࡬࿿ිׁ֧֢בઝ֪j

႘ಐӱ2022 Ⴉ 7 ଈ 18 ႘ӡଈՔങӢ 

13ӱ30⿤㕱㕶ӱ㕳㕰ӡ3 ಐ৖Ӣ 

඘സӱࣰ౅་ॺ 

૛ಠӱ໴ኜ஬ਟՔבب؜׬׸נ׮ט׼৞ֿಲ೺ 

౧࡭՛ӱ״՛׻؟׬ז؊ 3 ኎ՒႡ࿊࡬࿿؞װبכנ

՛4 ኎Ւে୦౧ 1 ኎ 

ౄइೄӱஸ஑ภ 13 ኎ 

ౄइ֖֞ஸ஑ภ֪໴֖֥Ւ࡬࿿֪৘֘׊஬ਟ֭

ֺ֊Ւؠץ՛،֧֭֓ಲ೺֦֮࡭౧ՒႡ࿊࡬࿿נ

ׁ֭؊׸״׮՛Ւে୦౧֧փ֢֞໣ධ೟֭؞װبכ

֧Ւऌ૩෨࡬׃࿿ต֭֋֣֪גփ֥֭׸נ׮ט׼

؋׊֋੹ታ֭ց׈ப֢֞Փֽ֞Ւౄइೄಛבب؜׬

՛ࡤ֪׮၌֖ՒDNA ኟ૙׃ിฺՒ၌ब׹՛בؠ೚

֪೘׉ಛᄇ࿨֪ॺ೺֦֌׊৫बׁ೘׉ႚ֞׋Փ 

㕴ӧଅऐ 
ౄइೄ 13 ෗ཨ 12 ෗֋צبח՛֪׽षး֖Ւ

๺ࡿ֋զၾዴבጫश֦֌֞էզ֘׃׉֊׎֊֢֞է

զ࡬࿿׃֋֪ג৘඾בಏ֣֪֭ዂ֪ጵ֣է֧းև

֞Փౄइೄ֊֮׈զ֘׃׉֊׎֎Ւׁ֧֥ኜწ֊֢

֞էզ൙጖֪ዂጵ֣֧֢֦֭֒֟֞ཐಡ֧֖֥փ֊

֖֞փ֧౩֢֞էզௗष֭஬ਟ֦࡬࿿׃֋֪ג໴֘

࡬֋ഞ጖֦֭֞ፕ֊֢֞Փէզ֧֒׊׀ෆבཐಡ׊

࿿౤֪֣փ֥ॺֵ֧֮֒ೂवᇭ੫֭ 1 ׉֪֣֩

ֽ֖֞Փէ֧֩֨փ֢֞षး֋ց֢֞Փ 

㕵ӧଅऐ֪֣փ֥֭ணళ 

቎،֦׽פל׭آஸ஑ภב໴ඉ֧֖֞،؞ץآ

֮ؕഷ֥֭׀೘׉ຎ֦־ց֢֞֋Ւצبח՛׽ଅ

ऐ֊׈Ւ་ᄖ֭ౄइೄ֪ተ໑փ֞֟֎ၾዴ֦ց֢

֧֞ணև֞׋׈Փௗଢ଼Ւ቎،ؕ؞ץآଢ଼֪ౄइೄ

։ֲׇಲ౮੤፛ೄ֊׈փ֞֟փ֞֓࡝ଣצبח׃

՛׽ଅऐׁணፄ֖Ւၾዴ֭ೲฝב৞ؚ׬׸؞؋֥׀

 Փ׊փ֌֞փ֧ணև֥փ֥֖،׸ח

೅ಝ 
቎ଞ੄֮Ւ႘቎ॺടව੹वऎଞᅉᇸൃઞӡֱ׀׈

֌¸֧֌׀֌׮بםיתӢզ22HT0111 ׁב࿿࡬

֢֧ිઝ֪jGenetic Cafe⿤࡬࿿בཐ׌օ⿤է

֌ֽ֖ྚב࣍ዿփ֥ಲ౮ֽ֖֖֞Փ֓౪၏Ւ֓౫ב

֞ॉዻ֪඾ׇ׉শ೅෇֖එֽ֑֘Փ 

13.
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་ॺᅸ֪ࢇ։࡭׊֐ऎॺ׬؞׻؟՛֭ᤪጊঊ၌ ⿤थੌ㕵Ⴉ৖֭ಲ๯ሇெ⿤ 

൪ମ೯ነ, इဿ೶Ⴑ, ᇓ൪ዢ౜ ӡའჂ་ॺ ࡭ॺ࡭ፑ૩ ඾໅ଆ৉॒ऎӢ 

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

 ၟ೜ৄ੩֋ഓ֩׊་ॺᅸ֦֮ࢇ,౤ׁ֨༥֪ப

և࡭׊ऎॺ׬؞׻؟՛֭ᤪጊঊ၌֮ࡴᄤ࿨֪ฑ଺

֋໣փՓ֖֊֖་ॺ֭ཐ࿨ఖౌ࡭׃ऎॺፚࡰၤಛ

֭೮֧֭ࡗไ࿾בඑ೚֎ጦঊዿ֦֧֘֒׊Ւ໲૩

࿨֩ॺ஑ੱ׊֩ࡣ֧֮ࡱಛጵ࿨֦੤။࿨֩ॺֲ

֧ශ֖փअཏশ֭ຕถב౤ׁ֨༥֪ඦถ֖ၜ֒׊

֧֮ईႷ֦ց׊Փֽ֞ଌඛಋ֦֟֩֐֎,ᅸਂ׃ඏ

࡭ׁ׶՛آ،ח঵ಋַ֭׊ภঊ֘׈ሎև֩֋ב॔

ፑೄၤಛ֭ኬ๦֦໴ࣤ֋֦֌ະඔ୲ऐׁஸփՓ 

㕲ӧሑሓ 
Ғଌඛಋ֪֮஬ਟ׃ಲ೺ב೥֩֐֋׈௻๐༾֭

נט׼ؖׯ׸עፑଵ඘֭ಲ໲ଫ֋ईႷ֩ը࡭ॺ࡭

໣೟໣ዻ֩౤ׁ֨༥,֖௹्בթט׻׬؀؅՛؛ؠ

֭੹ታ׃Ⴗ፛֭ࡱถ֧ቴ጖֭࡭ፑ෗בኬ౪֘֞

 Փ֖֞௹ב඘֧֖֥৫ब֭ץ՛آآ،֭׀

ғภֽ֣׋֌֭඾໅ᅸ׃ඏ॔בሎև֩֋׈ภঊ

ऌ໖֪֮Ւ႘ඛ׃ໜဗ֭ஸփթ౤ׁ֨ࡕፑ࡭ը׊֘

֭ગ྅শ֊׈शሐ֔֞׋་ಛ๹֭઱৖֦,ႍᅸב

֊֊և׊၍֗੩઴֭ዕ༥׃ऌ໖֧֭་โ֩ಐ৖

օ֧੢֪Ւ౤ׁ֨ಛ׈ఢׁ֢֥ב਌ഓ֩౩փഞ׃

ශ֖փฌै,້֖בᅸਂַ֭ጫशՔཐಡ֭೺ၜ֭׈

ַ֭ईႷตבଣഞׁ֖֥׈ևׇ׊օ࡭ፑחצᆋ֌

 Փ֖֞௹ב৫ब׊඘֪ኅൌൣ໸֘،بؘע

㕳ӧঊ၌ಲ฻ 
Ғ ը؀؅؛ؠנט׼ؖׯ׸ע՛ט׻׬թ 

2015 Ⴉׇ׉ 5 Ⴉ৖,ऊਆ਷एཨ֭൚ॺ஑ஸॺႩ

ภב໴ඉ֪໣ፚ֭ࡰ௻๐༾࡭ፑᇀኾ֋ 1 ႘໲ଫ

ईႷ֩৫ब्ב௹֖֞Փ૱ 279 ኎ӡཌྷ౤ 112

኎ӣ൅౤ 167 ኎Ӣ֭൚ॺภ֋቎৫ब֪ౄइ֖֞Փ 

ғ ըח׹،بؘעׯ׸ע՛թ 

2017 Ⴉׇ׉ 3 Ⴉ৖Ւऊਆ਷एཨ֪थੌ֪ഓၢ

֩඾໅ᅸ೚ടבօႍ֐ᅸ֧၊֢֥փ׊౤ׁ֧֨֜

֭ऌ໖ב໴ඉ֪֖֞ऌ໖ב،بؘע 2 ष,঵ಋ֟

ב،بؘע౤ׁ֭֨֐ 1 ष्௹֖֞(ၟᇠ֪ვፄ

 (඘֦(ሾॆၗ)،بؘעᆋ֌חצፑ࡭֞׋֔

㕴ӧଅऐਸֲணళ 
Ғ ը؀؅؛ؠנט׼ؖׯ׸ע՛ט׻׬թ 
զ་ག֩ח׼יחէӣզቍሐ֩ມໂ፛էӣզ໣ዻ֩ཐ

ตէ֧փ֢֞ᆳஃփຕ່ตׁ֣ב൚ॺภ֋ӣኄ֪

୶֊֢֥ᴢᴥන֭׽׮՛؟՛בኬ౪֪֮֘ӣႏ֣

་෗֋౫ָ֘࣍֌ഓጅ֩ኴ༎֋ց׊ಈבႡಡ֖

֞Փ֣ࡴኬ֮൚ॺภ֋႘௖໲ଫ֦֌֩փৄ੩ב੝

੉֘׊ಈ֮౤ׁ֨༥֪ྔᎬ࿨ගႨבᤪጊ֚֔ӣ

զኄ֮঒օէ֧փօآץ՛׊׀ࡱב׽׸װ׾بיؓ׮

์୻֭৿व֪૬֋֧׊փօ࿾֦ց׊Փႏ֣ኬ֮౤

ׁ֨༥֭ຕ່፛ଁבጜ֚֔֩փಈ֦ց׊Փׁ֧֘

֋֠֟׉ॺ፛ዓ๐֭ภঊ֧֦֮֩ࡱॺ஑ੱ֧׊

֋,ኅ෾֭ຕ່ต׊׋ࡶ౤ׁ֨༥֪֮৖࡫ևב੮

׃ይևՒֽ֞զב৿व׊ഞ్֘בၤຕ࿨ᄇມ֙׋

ಛୂഊ໑࿨ያସ֩؋ט׻׭է֧փօؒ׊֌֦֯׋

 Փ׊փօ࿾֦ց֧׊֋་ಈ֦ց֧֒׊೺ၜ֚֔ב

ғ  ըח׹،بؘעׯ׸ע՛թ 

඾໅ᅸ֧၊օ౤ׁ֨༥֟֊֜֒׈ᇀ֊֠஽և׊୪

ጺ׃౩փഞ֋૪ଫ֦֌֧֞੢֪Ւ႘௖ታ׎փ֪֎

փըශ֖փഞवփ׃໲ଫՒ၍֗ᅸਂׁ֢֞ב౤ׁ֨

৖֦֭ᮩՔ୪ጺՒภ֌׊፛׃৵ሰ֭ภถ�թבಲ໲

ଫ֦֧֘֒׊Ւౄइೄ֭ྫྷॺՔഞౌՔ೰ධՔଅ௛֧

փ֢֞൙጖֭จኾס؟׽֎्ב՛ࢂב֎֧֒֋֦

֌֞Փ၍ಐ֪ըႩ፼ະ֭ࣤ඾໅ᅸ֭ጫशՔႡಡ֭ഓ

ጅตթ׃ը඾໅ᅸבሎև֩֋׈႘ඛภঊ֪വࣤ֘

֭ࡱග຦ੱ׊ሟയ֪֘בಡूॹթՒը඾࡝֭׀֞׊

་ಈ֔թׁ֩֨ᇏப֖֥Ⴁಡ֧֘֒׊֋ഞ጖֞Փ 

೅ಝ 
቎ଞ੄֮འჂ་ॺೂव஭ଝ،2016)׽פל׭آ

⿤2020)Ւேጵฬ൛Ⴉੱࡱව੹৿ஓ౤ׁׅ֨׀

ৰઞ(2017)Ւ׾ؠ׿׾Քؓ׾ؠ׿׾פՔ׮כ؄ఖཆ

ൃถಈ઄(2018⿤2019)֭ൃถבօ֥֐ப֢֞Փ

،بؘעׯ׸עֶ֠׈ఖཆሓ෗֜ࢽ୰֮،بؘע

֧੢௹֖֥։׉৘૒ೄ֭֓੤፛֪ෆ೅ཙֽ֖֘Փ 

15.
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ஸ஑࿵ᇌᆪׇ֪׊དࡰ୪ጺಈ઄ ୅ஸॺֲജզน઱৑ళवէ֭ಲ౮ 

ุဂ୯୾ӡࣧᆃ౦ጵ୅ྭஸ့ॺ஑Ӣ 

㕱ӧგ૤Քኬ࿨ 

 ࣧᆃ౦ጵ୅ྭஸ့ॺ஑֦֮Ւདࡰ୪ጺಈ઄֧֖

֥ྙႩզ୅ஸॺֲജէבಲ౮֖֥փ׊Փ֮֒׋ภ

ညՒᇱ୦ೄՒདࡰഉኁב໴ඉ֧֖֞ዻy֩ᇀኾ֭

୰्஬௶֦ց׊Փ֭֜ཨ֪֣֭ࡴՒ࿵ᇌᆪׇ֪׊

զน઱৑ళवէ֋ց׊Փ֭֒஬௶֪֮ቚष࿊בࡿ་

ᆳ֪ྖև׊෇֖௔־֋ց׉Ւಲ౮ଢ଼֪ౄइೄ֭ר

بחᇍ֎֧Ւத࿊࿨ׁ֭֩֋໣փՓ֖֊֖Ւב׽بؖ

ৰ֤փ֞஬௶֭ᅴ֪״՛׼௮့֋֩֎Ւྔ׽՛צ

अ֋ப֥׋׎փ֩փՓ቎ଞ੄֦֮Ւ஬࣏ೄ֋ᆡ႞

֖֞ 2020 Ⴉဗׇ׉ಲ౮֖֥փ׊Ւ஬௶೸ፇଢ଼֭

Փֽ֞቎ଞ׊௮ଅऐ֪֣փ֥ሇெ֘ྔ׽՛צبח

੄֭ኬ࿨֮Ւ׼՛֪״ৰ֤֌Ւզน઱৑ళवէ֋ད

֦֧֒׊ଙආ֘ב୲ऐ׊቎஑ภည֪ይև׃ഉኁࡰ

ց׊Փ 

㕲ӧ ሑሓՒঊ၌ಲ฻ 
զน઱৑ళवէ֮ऊ֧ဝ֭Ⴉ 2 ष्௹֔׋Ւ1

ष֭࿊֮ࡿ 20-30 ኎֦ց׊Փၾዴ֮Ւ቎஑࿵ᇌ

༊ࣴ׃එ֦࿵໲ሰࣙ੼בౚ֢֞࿵໲৑໐ӡ෨ 1Ӣ

֧ੱಬ֦֭น௶ࢍ׃ཪ֪৘֘׻بױء،׊՛؜׬

ӡ෨ب 2Ӣ֦Ւ֜׋֝׋։ׇ֜ 15 ᇀ৖֭ၾዴ֦ց

Փᅳ׊ 1 ֪ဴ႘֭׻ؕי״՛בؠ؋ಘ֘Փ 

 

18ӱ30 ೥ᆋ्ౡ 

19ӱ00 ्वಠ Åౄइೄב(A),(B),(C)֭ 3  ׊֐՛،֪ᇀؠץ

19ӱ05 (A) ࿵໲৑໐ (B) ،بױء 1  (C)،بױء 2

19ӱ20 ࡤ၌ 

19ӱ25 (A) بױء، 2 (B) ࿵໲৑໐ (C)،بױء 1

 ၌ࡤ 19:40

19:45 (A) بױء، 1 (B) ،بױء 2 (C) ࿵໲৑໐

 ၌ࡤ 20:00

20:05 ᇘवಠՒצبח՛׽਋ႚՒशై 

㕳ӧౄइೄ֭צبח՛׽ଅऐՒணళ 
 ෨ 3 ֪ౄइೄ֭צبח՛׽ଅऐ֭ࡴᆪבಘ֘Փ

थੌ 4 षׁ֧Ւ৑໐Ւ،ׁ֪֧بױءၾዴ֭ተ໑

ဗ֮ 5 ࿾Ւ4 ࿾֋ ഉኁ֪ࡰՒད׀๒בඑࡒ80%

֧֢֥ᅋඛ֪ተ໑ဗ֭ஸփ஬௶֦ց֢֧֞֒֋ᇀ

Փֽ֞Ւզ൙጖Ւ୅ྭஸ஑֦ॺֲ֞փէ֧းև֞׊֊

൚ཨॺภ֋ එփ֧֮֞֒Ւஸ஑ภ֭ঊ၌ࡒ76%

֋Ւ൚ཨॺภ֭ු᎓૛ถ֪་֌֩ࢬ੽בይև֧֞

ସև֦֭֮֩׊փ֊Փ 

೅ಝ 
 ቚषզน઱৑ళवէבႨ඾֪׊׋֎֥֖ࢪࢥ୅ྭ

ஸ஑࿵ᇌᆪ֭ॉዻ֪Ւ඾֊׈শ೅෇֖එֽ֑֘Փ

ᅗ 1:ኳయほ ࡢᵝᏊ 

⾲ 2022)ࣝࣈ࣮ࢸ࣒࢖ࢱ :1 ᖺ 8 ᭶ 20 ᪥(ᅵ)ࡢ౛) 

ᅗ 3:ཧຍ⪅ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࡢ⤖ᯝࣇࣛࢢࠋୗࡢซ౛ࡢ㡰␒ࢢ࡜

nࠋࡿ࠸࡚ࡋᑐᛂࡣ␒㡰ࡢ๭ྜࡢ୰ࣇࣛ  ࠋࡍ⾲ࢆㄪᰝᩘࡣ

ᅗ  ᵝᏊࡢࣥࢮࣞࣉ :2

18.
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֥֖ྫྷבପᅑ੼֦֭৑ళؠי؅ؗ SDGs ֪։׊֐ᅑภᆾ֭ഓጅตבཐ׊ 

 ،׸؜׬פ՛ؤ

ºဒཝୱՔࢰ౅ᕢ൨Քວ๖൧౨Քሰଈઠ౤Քཟऀጉ౤ՔᆦࣰࢷየՔႏॎ၎૝ጫՔఌဿጬ઱ 

ӡLife is small. ProjectӢ ºӱ브ೄ 

Life is small. Project ֮Ւء՛֭פ׸؊بלכପᅑ੼֪؇ב׽بၜ֥ࢰ౅ᕢ൨׈֋्ᄇ֖֞Ւؐؓ׮

Ւॺ஑Քֽ֦׋Փ֒׊՛،֦ցؠץ׊෨בዿփ֥౦ኁऎॺ֭ව੹בପᅑ੼ؠי؅ؗ׊ཧ֘ົ֪׽׸ء؋״׃

შᆾ৛֦֭֩֨ؔآפฌैבॼ֖׈ׁ֦גօؤ՛ב،׸؜׬פப֢֥֌֞Փ ”Life is small” ֧֮Ւภᆾ

 Փ׊ցׁ֦֭֞֐኎ᆋ׈֊൚֔փׁ֧֒׉֋෗৖ׇ֨גֺ֧֭

቎ؠץ՛،֦֮Ւ֭ؔآפฌै֭৑ళֽ֪֧֨֙׈Ւؗؠי؅ପᅑ੼בౚ֢֞৑ళ֥֖ྫྷבՒSDGs ֪

֣փ֥ౄइೄׁ֧֧֪ணև׊ঊ၌֪בப֢֥֌֞ՓSDGs ֭ኬᅮ֭օ֦֠զ6 พଃ֩෯֧ءי׽էզ14 ॆ

֭ሟ֊֔ב೙׌օէզ15 ጲ֭ሟ֊ׁ֔೙׌օէ֪֩֨։փ֥Ւᅑภᆾ֋ᅋඛ֪ഓጅ֩။֌֥֖בփ׊֋Ւ

ցֽࡴ׉ᄤ֪ཐ֥׋׈փ֩փՓ֦֜֒Ւ؞שח׮بםית 2022 ֪։փ֥Ւᅑภᆾ֭৑ళ֥֖֭֜ྫྷבഓ

ጅตבཐׁ֢֥׈փՒSDGs ֪֣փׁ֥֧֪ணև֧׊փօؤ՛ב،׸؜׬פப֢֦֭֞ሇெ֘׊Փ 

؞שח׮بםית 2022 ֮։༊඘֭״بװؕרء׻՛्֦௹֔֞׋Փ቎ؠץ՛،֭ؤ՛׸؜׬פ،֮Ւ

2022 Ⴉ 11 ଈ 5 ႘ӡဘӢ֭୙ଢ଼Ւؔ׻׮؀՛֦׭ 1 ಐ৖ᄖப֢֞Փၾዴ֮Ւ಑֭ྫྷ׉Ւ๶ᄖ֮ؔ׽؀՛פՒ

ଢ଼ᄖ֮ؗؠי؅ପᅑ੼בౚ֢֞৑ళ֧փօஓถ֦ց׊Փ 

ౄइೄ෾֮ 20 ኎ೕ֦ց֢֞Փ 

Քؔ׽؀՛פ㕱ӡဒཝୱӢ၏ႚ֧֖֥Ւภ໺૩֭ᇀशೄ֧֖֥֭ᅑภᆾ֭ഓጅตב୤֢֞Փ 

Քؔ׽؀՛פ㕲ӡວ๖൧౨Ӣᅑภᆾଞ੄ೄ֧֖֥ՒSDGs ֭ணևሑ׃ᅑภᆾ֭෗৖ೂव֦֭ዂআ֪֣փ֥୤

֢֞Փ 

Քؗؠי؅ପᅑ੼ׇ֪׊৑ళӡࢰ౅ᕢ൨ֺ֊Ӣ௻ഷ֪ؗؠי؅ପᅑ੼֭ౚփሑ๊בነ֖Ւౄइೄ֮׃ؐؓ׮

՛֖֞Փ֭֜ଢ଼Ւဒ״׮ؓב৑ళ֦ౚփሑ֭רب׭ؔ׃ጃ֭תתପᅑ੼֦ؠיཧ֖֞ؗ؅ົ֪׽׸ء؋״

ၾ֭ऀ෯ശጫ඘֊׈࿓੝֖֥փ֞֟փ֞ঊตࣞ࿣ཨ֭ᅑภᆾב৑ళ֖֞Փ 

 ֽ֞Ւ֭תפؖ׹آ׬௠֭௠ጿ׃௠ጿઙבଣ֚Ւཤຍഩৄ֪։׊֐ᅑภᆾ֭။֌ׁಘ֖֞Փ 

Ք௻ଢ଼֪Ւౄइೄ֊֭׈ಱኴ׃শມ֩֨בഞׁ֖֥׈փՒᅑภᆾ֭ഓጅต֪֣փ֥໴Ꭽבப֢֞Փ 

ౄइೄ֊֮׈Ւզֽ֦֒׋ᅑภᆾ֧֭֒בցֽ׉ཐ֩׈֊֢֞֋Ւᅑภᆾ֋་โ֩။֌֥֖בփ֒׊

֧֋ׇ֎ᇀ֊֢֞Փէ֧փօশມ׃Ւզؗؠי؅ପᅑ੼בഷ֥׀ౚ֢֞֋Ւ֭֜ตႷ֪੿փ֞Փէ֧փօশ

༴֭ฤ֋໣֎৳֚֞׋׈Փ 

ᅑภᆾ֭৑ళ֧׊ପᅑ੼ׇ֪ؠי؅ؗ SDGs ֪֣փ֥֮Ւௗଢ଼ׁ቎ؠץ՛،֦೘׉ຎָֿ֌ड༎֦

ց֧׊Ⴁಡ֖֞Փௗଢ଼ׁՒዻy֩৿वׇ֪֭֒օ֩ؤ՛ב،׸؜׬פಲ౮֖֥փ֌֞փՓ

Life is small Project ؐ՛ؕ؏՛׭ӱ 

http://lsp.scri.co.jp/ 

19.

23

http://lsp.scri.co.jp/


 օׇ־ౚ֢֥בחלכ،՛ؠץ૙׾כ؞פ

წ๖ዕਈӡའჂ་ॺӢ 

㕱ӧგ૤ 

 ทᆒ֮Ւզؠ״׭׼ೂव֭ಲଵ֪୶֞֐ഓ࿾૱

बէ֪։փ֥Ւզ׾כ؞פՔי؅Ք׽ؠמ؊׼էב෮ු

֖֥փ׊Փ 

෡໒Քഎႌ֪ගሇؕ׻׮׬ธᅏ֭׀֞׊׀ුב

פ࿮࿌ֽ֖֘Փבମ໋׽ؠמ؊׼ՔיՔ؅׾כ؞פ

୭ᇸ֧֖֥ଙ၀֘ࡴ༌בጦዿ֭׮؈՛ת׾כ؞

ׇ׊Ւ੢ྫྷ֪ᅢጅ֩৿Ⴗ֮੢ዿ֦֌ׁ֪֧֧׊

օ֪Ւ৿Ⴗ֧֪֓఍ᇀँ֔֞׋ᆪᆀבຎ־஽׎

 ෮ුֽ֖֘Փב౩ມ֪ৰ֤փ֞ธᅏ૱็׊֚

Ւզทᆒග֥֖֧׽׸؟ጦዿ֭ؖ׮؈՛ת׾כ؞פ 

ሇ֪ؕ׻׮׬։ת׾כ؞פ׊֐՛֭׮؈ጦዿ֪૒

 Փ׊փ֥׋㕵֣֋ມ࿊֭֔ऀࡒৰ቎ሑ෕է֪֮׊

1) ୲ጴต֭୶එ

ᅉዿ૴ଲ֭׉ጦዿೄց֞ࡴ੢ዛ֦׮՛ײ؟

໣ዻ֩ৰ቎৿Ⴗ֦၏ႚಐ৖༽ച

2) ෯മ֭୶එט׻؟ؚעװ

৿Ⴗט׻؟ؚעװ࿊෯മ֭ගሇࡴ

3) ਙടॹශ໴ࣤ፛֭୶එ

ਙടॹශׇ֪׊ශ৿Ⴗ֋෹ಐྩइ֔׊׋

׊֧֩࡟ঊዿ֧ಀப֋ዴ֭׈׋֜

4) എႌต֭୶එ

࡟इՒᇥஏ့֋ዴྩ֭׮՛ײ؟

઄ኃ֭ଣྞ့֖֭໴ࣤ֋ᄾॵ࿨৊࡟

ཏऀ֑੡ຮ֋਍֌֥փ׊ඡੳ

5) ईዿต֭୶එ

ᆷ෾֭ת՛ײ؟؅့֭՛ב׮ျ஽֖֥ጦዿ

थඖ֩ဨಃבபօ֧֒֩֎૫໗ࢥዿ֋ईႷ

 ໌֠Ւ֭׾כ؞פጦዿׇ֪֢֥Ւֽֽ֔֕֩઄ኃ

֭୲ጴँ့֋ৼ໸֦֌׊Փ֖֊֖Ւଵඡ֦֮Ւبי

ؠဃ౤ؖ՛בᆪࡴጦዿ֮઄ኃᎌጛ֭֭׽׸՛؂״

֧֭֜࿸ᆋ؊ׇ֥֢֪ؠיזப֢֥փ׊࿘ဗ֦Ւֽ

փփ֋֞փඡ֧֮׊փ֦גጦዿ֋ු֭׾כ؞פ֟

ੳ֦ց׊Փ 

 JASC ֪։փׁ֥Ւ઄ኃᎌጛ֮೗֪ؖ՛ץب؟

֪֧֒׊ጦዿ֪ᇥև׾כ؞פՒ׉੐֢֥։֪׽׮؟

ׇ֢֥୲ጴँב෨֧֒׊֋֦֌֧׊ணև׊׋׈Փ 

׃ጦዿ׾כ؞פሑՒฌ֭ཨ֦ࡴ  DXӡ׽ؠ״׭׼

Ӣ֋ුֽ֩փጫዡ֧֖֥ب؜׬՛ؖ՛מ؊׮ب؞

֮Ւզᇥ֩׋׎փէզᇥ֞׉׎֎֩փէզᇥ֩׈׎փէ

֭ 3K ֋ց֑׊׋׈Փ 

㕲ӧኬ࿨ 

׃ጦዿ׾כ؞פ  DX ֋ුֽ֩փମࢀ֋զౚ֢֥

׊־Ւౚ֢֥֯׋֋֩փէ֧փօ֧֦֒ց֧֒֞־

ׇ֧֪֢֥֒Ւጦዿ֋້ු֦֭֮֔֩׊׋փ֊֧

ணև׊׋׈Փ 

 ֦֜֒Ւ቎ؤ՛׸؜׬פ،֦֮Ւౄइೄ֪ಲ఑֪

৊༳֩׾כ؞פ૙֭ؠץ՛،בחלכౚׁ֢֥׈

փՒ֭֜ଅऐՒጦዿ֖֞փ֧ணև׊֊֨օ֊ྔב

 Փ׊ኬ࿨֧֘ב֧֒׊ָ

㕳ӧሑሓ 

՛ؤՓ቎׊නy֩೟፬֋ցׁ֪׮؈՛ת׾כ؞פ 

अ֩ࡊՒጦዿ૪ᅉӡፍઞӢ֋ᄾॵ࿨֦֮،׸؜׬פ

SaaSӡSoftware as a ServiceӢ૙֭׾כ؞פ

֭Ւཨׁ֦ኅፍ֦ጦዿ֦֌׾כ؞פ׊૙ؠץ՛،

 Փ׊ಀዿ֘ב׮؈՛ת֭חלכ

 ౄइೄ֪Ւಲ఑֪Ւ֭֒ת՛ב׮؈ಀׁ֖֥֢׈

֥Ւጦዿ֖֞փ֊֨օ֊בኴօՓ 

㕴ӧௗଢ଼֭ड༎ 

 SaaSӡ؆פ׸؟؋Ք׾כ؞פӢ֮Ւቴ֟౦඘֋ጺ၌

࿨֦֭֩Ւጦዿ֖֞փ֧փօ࡝ଣ֋໣֎ׁ֥Ւಲ

఑֪၏ႚ֘׊඘஽֮ஏ֩׊ଙ၀֋ᅢጅ֧౩׋׎

 Փ׊

ड༎ֱ֧֣֧֭֭ب؜׬՛צ؀ؚؔר׮بםית 

֖֥Ւऎॺ࿨֩ཐଣ֋ၜׁ֥׋׈Ւ֭֜ଢ଼֭ப၌

ᇥዴ֪ଅֲ֣֊֩փ֧֒֋ց׊Փ቎ؤ՛׸؜׬פ

֢֊փׁ֥զᇀ֣֪חלכ،՛ؠץ૙׾כ؞פ֭،

֞Փᇬጦ֟֬է֦֟֐೸׊׎ईႷต֋ց׊Փ 

೅ಝ 

 ଞ੄࡙ࡿव໢Ւ׾כ؞פ૙ؠץ՛،בחלכ๐ப

ಀዿ֖֥֎֢֟֔֞ሑy֪শ೅෇֖එֽ֑֘Փ 

ժౄணᇌଝի 

 ഓ࿾૱ब֞֐ೂव֭ಲଵ֪୶ؠ״׭׼

https://www.digital.go.jp/policies/priority-

policy-program/ 

ทᆒගሇ֪ؕ׻׮׬։ת׾כ؞פ׊֐՛֭׮؈ጦ

ዿ֪૒׊ৰ቎ሑ෕ 

https://cio.go.jp/sites/default/files/upload

s/documents/cloud_policy_20210330.pdf 
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第 11 回日本サイエンスコミュニケーション協会（JASC）年会委員会 委員：（あいうえお順） 

安間有輝, 伊東克己, 大藤道衛, 河野宏, 酒井裕介, 佐々義子（事務局兼務）, 讃井知, 

城守寛, 白川友紀, 高安礼士, 田村隆志, 長嶋淳, 中村達郎, 二階堂恵理, 西澤息吹

協力： 

日江井香弥子（会計担当, 事務局）, 棚橋沙由理（予稿集編集, JASC 会員）
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